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はじめに：問題の提起

マックス・ヴェーバーは，有名な論文「プロテスタンティズムの倫理と資本主義の精神（１）」に

おいて，近代以前の資本主義には「資本主義の精神」が欠けていたが，近代の資本主義は「資本

主義の精神」の担い手たちによって成立した，と述べた。ヴェーバーは「資本主義の精神」を

「ほとんど古典的と言いうるほど純粋に包含している」ものとして，ベンジャミン・フランクリ

ンが書いたパンフレット『若き商工業者への助言（２）』の内容を紹介する。そこには，「時間は貨

幣だということを忘れてはいけない」「信用は貨幣だということを忘れてはいけない」「貨幣は繁

殖し子を産むものだということを忘れてはいけない」「支払いの良い者は他人の財布に力をもつ

ことができる」「信用に影響を及ぼすことは，どんなに些細なおこないでも注意しなければいけ

ない」「長きにわたって支出も収入も正確に記帳しておくのがよい」といった格言や処世術が書

かれている。

それは素直に読めば，「格言ないし忠告の集成」である。しかしヴェーバーは，これを独特の
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観点から読み込んで，単なる処世術や格言ではなく，全体として一つの「エートス」つまり「倫

理的な色彩を持つ生活の原則」を示すものだ，と解釈する。ヴェーバーによれば，ここには「自

分の資本を増加させることを自己目的と考えるのが各人の義務だ，という思想」が示されてい

る。そしてこの倫理の「一切の自然的な享楽を厳しく斥けてひたむきに貨幣を獲得しようとする

努力は，幸福主義や快楽主義などの観点を全く帯びていず，純粋に自己目的と考えられているた

めに，個々人の幸福や利益といったものに対立して，ともかく，まったく超越的な，また，およ

そ非合理なものとして立ち現われている」と断定する。「営利は人生の目的と考えられ，人間が

物質的生活の欲求を満たすための手段とは考えられていない」。これは「自然の状態を倒錯した

もの」だとヴェーバーは続ける（３）。

ヴェーバーが描く「資本主義の精神」の担い手は偏執狂であり，精神にやや異常をきたした人

の姿である。しかし，誰でもが認めるように，『フランクリン自伝』に描かれたフランクリン

は，明るく，楽天的で，悪戯好きであって，物事を思いつめるような人ではなかった。また，き

わめて有能で，多方面に活躍しただけではなく，自身が多面的な性格を持っていた。印刷業者と

して成功し，自然哲学者（今日の科学者のこの時代の呼び方）として西洋にその名をとどろか

せ，政治家や外交官として活躍し，独立戦争時にはフランスとの同盟を実現させて合衆国の勝利

を決定づけた。独立宣言や合衆国憲法の制定にも参画した。また彼は多産な文筆家でもあった。

その文章のジャンルは，宗教・道徳論から政治・経済論，新聞，暦，そして，様々な風刺の利い

た随想に及んだ。ある時は「勤労と節約」を説き，ある時はイギリス本国の植民地政策を激しく

非難し，ある時は世相を皮肉たっぷりに風刺し，またある時は「アメリカの最初のポルノ作家」

とよばれるほどきわどい文章も書いた。しかも，フランクリンは「仮面」を被ることを好んだ。

１６歳で初老の寡婦 Silence Dogoodに扮して新聞に随想を投稿し，最晩年にはイスラム教徒の黒

人に扮して奴隷制を痛烈に批判する文章を書いた。また，イギリスではジェントルマンの身なり

をし，フランスではクエイカー教徒に扮して，社交界に出入りした（４）。

したがって，フランクリンを「資本主義の精神」の体現者として一面的に捉えるヴェーバーの

見方は，ほとんどのフランクリン研究者の批判の的となっている。例えばモーゼスは「フランク

リンの垢抜けた美食家の側面，哲学者の側面，博愛主義者の側面を，ヴェーバーは全く理解しな

かった（５）」と批評する。もっとも，２０歳代と３０歳代の印刷業経営時代については，フランクリ

ンが「資本主義の精神」を体現していた，と見做す見方が可能かもしれない。しかし，これにつ

いてもフランクリン研究者たちの評価は厳しい。例えばケレターは「ヴェーバーのようにフラン

クリンを世俗内禁欲の典型とみなすことには問題がある。人間の幸せについての相互に競合する

合理的要請を妥協させるというフランクリンのプラグマティックな傾向こそ重要だ（６）」という。

ケレターが指摘するように，フランクリンは自分の利益だけを追求する個人主義者でもなかっ

た。彼はそれと同時に「人々の幸せ」をも追求して行動したのである。ゴードン・ウッドが言う

ように「カネ儲け主義のブルジョワ的価値観の代表者であるどころか，フランクリンは『目的も
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ない富の追求』にとらわれている人びとを繰り返し嘲った（７）」のである。また，ヒューストン

は，フランクリンが書いた文章を，経済指針の文章をも含めて，それぞれの背景となる経済事情

を考慮して理解するべきことを力説している。そして，そのような方法を通してみるならば，

ヴェーバーのような見方が全く成り立たないことは明らかになる（８）。

ヴェーバー学者たちは言うかもしれない。「ヴェーバーはフランクリンを研究したのではな

く，フランクリンの著作を利用して『資本主義の精神』という理念型・モデルを構築したのだか

ら，それがフランクリンの実像と乖離していても構わないのだ」と。これは容認される弁明だろ

うか。歴史研究者たちによって次第に明らかにされてきたフランクリンの実像とは全く異なる空

想上の「資本主義の精神」の理念型が，また同じく実像とかけ離れた空想上の「プロテスタン

ティズムの倫理」という理念型と親和関係があるとか，後者が前者の「母胎」であるとか論じる

ことは，社会科学的に何の意味も無いのである。

それでは我われは「若き商工業者への助言」をフランクリンの思想の全体の中でどのように位

置づければよいのだろうか。我が国の数少ないフランクリン研究者の一人である梅津順一（９）は，

それを「徳を身につける努力」との関連で位置づけている（１０）。すなわち，フランクリンは印刷

所を経営するにあたって「１３の徳」を樹立し，これを自らの生活習慣にするよう努力し，ま

た，その実践的な方法を『徳を身につける方法 the art of virtue』という小冊子にまとめて公刊

して若者たちを善導しようとした（１１）。これは，ついに書かれることなく終わったが，フランク

リンはその代わりに『自伝』第二部でその方法について詳述した。「若き商工業者への助言」の

内容は『自伝』で詳説される「徳を身につける努力」の内容と重なっており，前者は後者の一部

分を提示したものとして捉えられる。彼が発行して，よく読まれた『貧しいリチャードの暦』の

数多くの格言の中にも，「徳を身につける」ことを読者に勧める趣旨のものが多い。

しかしフランクリンにとって，「徳の習得」はそれ自体が目的であったわけではない。イギリ

スの啓蒙主義者であるアディソンやシャフツベリ卿の場合と同じく，彼もまた，徳を身につける

ことは，人々が幸せになるための前提条件だと考えた。人々の幸福こそが，フランクリンの目的

であった。印刷所経営の時代以後，彼は様々な社会事業を進めた。それらの中には，会員制図書

館，アメリカ哲学協会，高等教育機関（のちのペンシルヴェニア大学の基礎），私設消防団，義

勇軍などが含まれる。フランクリンは科学者としても西洋にその名をとどろかせたが，彼は遠近

両用メガネ，改良型ストーブ，避雷針なども発明した。これらはいずれも，人々の生活の改善に

貢献したい，という意欲から生まれたものであった。

本稿は，そのようなフランクリンの様々な営為が，全体として「人々の幸せのための（人間と

社会の）改善」を目指すものであったのであり，そのような意味で，モキアが示唆したよう

に（１２），フランクリンが工業化社会の推進力としての「産業的啓蒙」の体現者であったことを明

らかにするものである。
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１ フランクリンの生涯

フランクリンの生涯については多くのことが記録されている。彼は人生の内で３度，自らの人

生を振り返って回想録を執筆し，それらは彼の死後纏められて『自伝』として出版された（１３）。

『自伝』は彼の長い８４年の人生のうちの最初の５２年間の歩み（つまり１７５８年まで）を綴ったも

のであるが，その後の歩みについても，我われはかなり詳しく辿ることができる。それは彼がま

ことに多産な執筆家であり（１４），また若くして国際的有名人になったために，数多くの著名人が

彼についての記録を残しているからである。フランクリンについての優れた伝記が多数出版され

てきたのはそのためであるが，ここでは以下の論述に必要な限りで，フランクリンの生涯の概要

を捉えておこう。

フランクリンの生涯は，比較的はっきりと４つの時期に区分できる。第一期は，２２歳（１７２８

年）でフィラデルフィアにおいて印刷業者として独立するまでの「修業時代」。第二期は，印刷

業者として確固たる地位を築いて，４２歳（１７４８年）で実業から引退するまでの「印刷所経営の

時代」。第三期は，ジェントルマンとして科学的研究と地域の政治に貢献し，５１歳（１７５７年）で

ペンシルヴェニア議会からイギリスに派遣されるまでの「地域的指導者の時代」。第四期はそれ

以後の，イギリスやフランスで外交官として，また国際的文化人として活躍した「国際的文化人

の時代」である。

�）修業時代

フランクリンは１７０６年に，イギリス領北アメリカ植民地のマサチューセッツ州，ボストン

で，父ジョサイアとその二番目の妻アバイアとの間に生まれた。合計１７人の子供の内の１５番目

であった。マサチューセッツは，イングランドから亡命してきたピューリタンが中心となって

１７世紀前半から形成されたいわゆる自治植民地で（１５），フランクリンの両親はカルヴァン派長老

主義の教会の正式なメンバーであった。父は石鹸・蝋燭製造業を営んでいた。これは最も地位の

低い製造業であり，子沢山でもあるので，フランクリン家は貧しかった。彼は利発だったので父

は彼をハーヴァード神学校（ハーヴァード大学の前身）への進学コースであるラテン語学校に入

れたが，経済的な理由からグラマースクールに転向させ，これもすぐにやめさせて製造業の徒弟

修業に出そうとした。したがってフランクリンは正規の学校教育は２年間しか受けなかった。し

かし彼は，小さい時から記憶力が抜群に良く，無類の読書家であった。

ベンジャミン・フランクリンは１７１８年に１２歳で，兄ジェイムズの印刷所に９年契約で年季奉

公に出されて印刷業の修業を始めたが，技術を習得する傍らで数多くの本を貪り読んだ。彼が

『自伝』の中で言及するそれらの本の中で特に注目するべきは，イギリスの啓蒙思想家で小説家

のダニエル・デフォーの『プロジェクト論』，ボストンのピューリタン牧師で啓蒙主義者でもあ

るコットン・メイザーの『ボニファキウス：善行論』，ジョン・ロック『人間悟性論』である。
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彼はまたイギリスで評判の週刊誌『スペクタイター』の合本を深く研究して，思想を整理する方

法を学んだ（１６）。『スペクテイター』紙は，啓蒙主義思想家として有名なジョウゼフ・アディソン

とサー・リチャード・スティールによって書かれたものであるから，フランクリンは少年時代か

ら啓蒙主義思想にどっぷりと浸かったのである。イギリス領アメリカ植民地は本国イギリスの文

化圏の中にあった。マルフォードは「ベンジャミン・フランクリンの世界とその知的な環境は，

環大西洋的であった（１７）」と言うが，それは彼の幼少のころから当て嵌まるのである。

そのような読書を通じてフランクリンは，次第に正統派キリスト教の信仰から離れていった。

１５歳のころには天啓 revelationそのものを疑い始め，ボイル記念講演の記録を読んで（１８），却っ

て批判されている理神論に共感を抱き「完全な理神論者」になった。そしてフランクリンは，コ

リンズやラルフのような自分の友人たちをも背教に導いた（１９）。そのため，ボストンの「信心深

い人たちから恐ろしい不信心者だ，無神論者だと指差しされるようになった（２０）」。また，フラン

クリンの兄との関係も悪化していった。恐らく彼は兄から見て非常に生意気だったのだろう。時

事小唄を作詞して売り歩いて儲けるのはともかくも，兄に内緒で兄が発行する新聞に，世相を皮

肉る随想の連載を偽名で書き続けたのは（２１），兄としては許せなかっただろう。兄弟とはいえ，

両者は親方と奉公人の関係だったからである。フランクリンの兄からの暴行も激しく，父も兄を

支持したので，フランクリンは年季奉公の契約を破って，ボストンからニューヨークへ，さらに

はペルシルヴェニア州のフィラデルフィアに逃亡した。この行為は犯罪行為であり，彼は逮捕さ

れ送還されるべき身であったが，彼は意に介さなかった（２２）。

ペンシルヴェニアはクエイカー教徒ウィリアム・ペンが１７世紀末に拓いた領主植民地で，彼

の方針に沿って完全な「信教の自由」が保証されていた。だから，ここはフランクリンにとって

住み易い土地柄であった。その州都であり港町であるフィラデルフィアは，フランクリンがここ

に来た１７２３年には人口約２千人の小さな町だったが，大西洋貿易の発展につれて西方に発展し

てその人口が増大し，１７３９年には約１万人，１７６０年には約２万人に達した。その住人は多様な

民族と人種からなり，ドイツからの「信仰の亡命者」や黒人奴隷が多いのが特徴だった。ま

た，１７５６年には多様な宗派の２０の教会が存在していた（２３）。無一文の逃亡者フランクリンは，

幸いなことに，フィラデルフィアの印刷業者キーマーに職人として雇われた。

フランクリンは頭がよく，読書家でもあったので，植民地の有力者たちに可愛がられた。当時

のペンシルヴェニア植民地州知事W・キースは，フィラデルフィアで印刷業を開業するための

資金援助をすると申し出た。それを信じてフランクリンは，そのための道具などを買い付けるた

めにロンドンに船出した。ところがその約束は空手形になった。フランクリンは船旅の中で親し

くなったクエイカー商人デナムの勧めに従い，ロンドンで印刷工としての腕を磨くことを決意し

た。ところがラルフという友人がロンドンまでフランクリンについてきて，共同生活を始めた。

ラルフはフラデルフィアに残した妻子を捨てて，ロンドンで舞台役者になろうとしていた。この

当時のロンドンは人口５０万の世界屈指の大都会であった。フランクリンは真面目に働いて得た
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カネを，ラルフと一緒に観劇やその他の刺激的な遊びに使い果たすのであった。

ロンドン滞在中の１７２５年（フランクリンは１９歳）に，彼は『自由と必然，快楽と苦痛につい

ての一論』と題する神学＝哲学論文をパンフレットとして公刊し（２４），ラルフに捧げた。そこで

は「宇宙の創造主である神は無限に賢く，善良で強力である」という命題から，三段論法的に次

のような結論が導き出される。この世に悪というものは存在しない，人間が神の意志から離れて

自由に何かをするということはありえない，人の人生において快楽と苦痛は等価であり，来世に

おいてその補償がなされることはない，などと明快な論理で屁理屈を展開している。フランクリ

ンは当時のイギリスでの理神論者や懐疑主義者の論争に触発されて，このパンフレットを書い

た。そして，このパンフレットのおかげで，彼はロンドンの知識人のサークルに接触することが

できた（２５）。その経験は，フィラデルフィアでの彼のジャントー・クラブの結成に繋がってい

く。しかし，彼の『自由と必然』の議論は人生の意味，つまり，宗教と道徳の根底を破壊するも

のであった。そのことに彼は間もなく気づき，パンフレットの回収・廃棄に奔走した。

この点についてフランクリンは『自伝』の中で次のように言っている。理神論者の友人である

コリンズやラルフの振る舞い，また知事キースや自分自身の不誠実な行いを顧みるに，「この教

義は真実であるかもしれないが，あまり役立たない not useful」と思い始めた。そして「私は人

と人との交渉 dealingが真実と誠実と廉直をもってなされることが，人間生活の幸福にとって最

も大切だと信じるようになった」と（２６）。つまりフランクリンは理神論を否定したわけではな

かった。むしろ彼は自分の失敗から宗教に関する議論自体に興味を失い，全くプラグマティック

に，人々の幸福という観点から，宗教や道徳の有用性を考えるようになったのである（２７）。

ラルフとの破局は突然に訪れた。ラルフはある未亡人と夫婦同然になるが，ラルフが地方に出

かけている間にフランクリンが彼女にいかがわしい振る舞い familiaritiesに出たためであった。

その結果フランクリンはラルフへの貸しをすべて帳消しにされた。しかし，悪友との腐れ縁が絶

たれたことは，長い目でみてフランクリンにとって良いことであった。彼は「この時になって初

めて少しは貯めようと考え始め」，ウォッツの大きな印刷所に転職した。彼はこれまでは「遊ぶ

ために働いていた」のであるが，これからは「貯めるために働く」ようになったのだ。５０人も

いた他の職人たちが皆，朝食時からビールを飲むのに，フランクリンは水しか飲まなかった，と

いう話はこの時のものである。しかし，これまで「手から口へ」の生活をしていたために，彼は

貧困からなかなか抜け出せなかった。ここでフランクリンを助けたのがクエイカー教徒の商人デ

ナムである。彼はフィラデルフィアに戻って事業を始めるので，自分の秘書として働いて欲し

い，とフランクリンにもちかけ，渡航費まで出してくれた。フランクリンは即座にこの誘いに応

じた。

フランクリンのロンドン滞在は１７２４年末（１８歳）から２６年（２０歳）７月までわずか１年半

であったが，その滞在はフランクリンの一生にとって決定的な意味を持った。第１に彼は，印刷

についての高度な技術を身につけた。第２に彼は，当代一流の知識人の知己を得て，居酒屋や
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コーヒーハウスで開かれるクラブなどのアソシエーションに出入りした（２８）。第３に彼は，観念

的に理神論を展開することの愚かさを知り，幸福という観点から道徳と宗教の有用性を捉えるよ

うになった。第４に彼は，道徳的な生活を心に期するようになった。フィラデルフィアに向かう

船上で彼は，簡素な生活，人に対する誠実，勤労，悪口の禁止という４点からなる誓いを立て

た（２９）。しかし，フィラデルフィアで事業を始めて数カ月後にデナムとフランクリンは共に別々

の大病を患った。デナムはそのまま天に召され，フランクリンは生死の境目をさまよったのち

に，健康を回復した。ラルフとの決別以後ここまでの数カ月間の出来事は，おそらくフランクリ

ンに回心をもたらしたのである。

フランクリンは再びキーマーに植字工として雇われたが，その年１７２７年（２１歳）の秋に，１１

名の有能な知人を集めて，相互の向上を図るためのクラブを作り，これをジャントー（スペイン

語で秘密結社の意味）と名づけた。フランクリンは「このクラブも４０年以上も続き，当時わが

植民地にあって最も優れた哲学・道徳・政治の学校となった（３０）」と『自伝』の中で誇らしげに

語っている。ジャントーの組織の内容と社会的な意義については第３章第�節で検討するが，フ

ランクリン個人にとっても，ジャントーはその後の活動の基礎となった。１７２８年（２２歳）には

ジャントーのメンバーであるメレディスの提案を受けて，フランクリンはパートナーシップ形態

で印刷企業を創業した。そしてジャントーのメンバーは「みんな骨を折って仕事を取ってきてく

れた（３１）」。また，創業当初の資金繰りの悪い時に多額の融資を申し出てくれたのも，ジャントー

のメンバーであった（３２）。こうしてようやく事業は軌道に乗ったが，創設２年後にメレディスが

自分の持ち分をフランクリンに売却したので，事業はフランクリンの単独経営になった。フラン

クリンを「独立独行 self−madeの人物」の典型とみなす通説があるが，これは間違いである。金

持ちの貿易商人の愛顧やジャントーの仲間の相互扶助なしには，彼が独立して事業を成功させる

ことは不可能だったのである（３３）。

�）印刷所経営の時代

フランクリンは１７３０年に２４歳で印刷企業の単独経営者になったが，１７４８年に４２歳で経営か

ら手を引いて有閑階級の仲間入りをするまでに，事業を拡大して巨大な富を手中に収めるように

なった。その理由は大きく分けて，５つある。第１は，勤労と節約である。事業開始して間もな

く，彼の「勤勉ぶりは近所の人の目にとまり，次第に評判も良くなり信用もついてきた（３４）」と

彼は『自伝』の中で記している。第２は，信用である。フランクリンは次のように語る。「私は

印刷所のために背負った借金をだんだんに返し始めた。商人としての信用を保ち，評判を失わな

いようにするため，私は実際によく働き，倹約を守ったばかりでなく，仮にもその反対に見える

ようなことは努めて避けた。着るものは質素なものに限り，遊び場には絶対に顔を出さなかっ

た。釣りにも猟にも絶対行かなかった。……また商売相応に手堅くやっていることを人に見せる

ために，方々の店で買った紙を手押し車に積んで，自分で往来を引いて帰ることもあった。こう
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して，よく働く将来性のある若者だと思われ，また買った品物の代金はきちんきちんと支払った

ので……私の店は次第に繁盛していった（３５）」。商売において商業上の信用を得ることが重要であ

ることは当然だが，１７世紀後半の大西洋貿易の大発展によって，商業上の信用の重要性はさら

に増した。すなわち，流通媒体である貨幣の不足が深刻化してきたために，商業取引のかなりの

部分が信用で行われるようになった。取引の詳細を帳簿上に記録したうえで，事業家たちは一定

の間隔で会って，互いの帳簿を突き合わせて，貸し借りの相殺を行う。こういうシステムの中で

は，事業者が勤勉で質素で正直で誠実であるという評判を失うことは，経済界では致命的なこと

だったのである（３６）。

第３は，多角化戦略である。フランクリンは印刷所の単独経営をはじめる前年の１７２９年９月

末には Pennsylvania Gazetteという新聞の発行を始め，また同じころ，文房具店も併設し

た（３７）。１７３２年には『貧しいリチャードの暦』を初めて出版し，その後２５年間これを発行し続

けたが，フランクリン自身が言うとおり「非常に売れ行きがよく，毎年１万部近くも売れ，利益

もずいぶん上がった（３８）」。さらにフランクリンは，１７２９年から１７４８年までの間に約８０点の大

小の書籍を出版した。それのうちでよく売れたのは，ジョージ・ウィットフィールド関係のもの

である。アングリカンの福音主義宣教師であるウィットフィールドは１７３９年１１月にフィラデル

フィアに到着し，精力的に信仰復興の宣教活動を展開したが，フランクリンは彼と面会して，彼

の旅日記と説教の写しの出版の独占権を得たのであった（３９）。

第４は競争と拡大の戦略である。フランクリンが印刷所を開業したころ，フィラデルフィアに

は他にキーマーの印刷所とブラッドフォードのそれがあった。フランクリンは他の２つを駆逐し

て成長していった。まずキーマーは，フランクリンが新聞を発行する予定だと知ると，それに先

んじて新聞を発行した。フランクリンはこれを妨害するためにブラッドフォードが発行している

新聞に，キーマーを批判し嘲笑する記事を「お節介屋」という題で連載した。そのためにキー

マーの新聞は購読者を得られず，彼は新聞経営をあきらめて，これをフランクリンに譲渡した。

キーマーはフランクリンのそれとの競争に敗れて没落し，バルバドス島に移住し，まもなくそこ

で死んだ（４０）。そのような事情をフランクリンは『自伝』の中であっさり書いているが，キー

マーはフランクリンが危機に瀕している時に二度も職を与えてくれた人物なのである。そのよう

な恩を受けながら，フランクリンは最初から相手を無能だとして軽蔑し，ついには追い落として

恩を仇で返したのだ。

次には，キーマーの徒弟だったハリーが，キーマーから印刷用の道具を買って独立したが，フ

ランクリンによれば，ハリーは怠け者で贅沢で傲慢だったので，経営的に行き詰まって，やはり

バルバドスに逃れたのち，ペンシルヴェニアに戻って農夫になった。これでフィラデルフィアで

の競争相手はブラッドリーだけになった。フランクリンによれば，ブラッドリーはフィラデル

フィアの郵便局長の立場を利用して，フランクリンの新聞の配送を妨害した（４１）。ところが１７３７

年（フランクリンは３１歳）に，北アメリカ植民地の郵政長官スポッツウッド大佐が，ブラッド
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リーを解任してフランクリンをフィラデルフィアの郵便局長に任命し，ブラッドリーから特権を

奪った。その結果，フランクリンの収入は増えて，ブラッドリーの新聞は衰えていった（４２）。

『貧しいリチャードの暦』についても見逃せない事実がある。これをフランクリンはリチャー

ド・サウンダーズという編集者名で発行したが，リチャード・サウンダーズは当時イギリスで大

変評判の良い暦を発行していた実在の人物である。また「貧しいリチャードの暦」という題は，

イギリスで１７世紀から刊行された『貧しいロビンの暦』をもじったものであった。創刊号にお

いてフランクリンは，競争相手の暦発行人であるタイタン・リーズの死亡の日時を予言するセン

セーショナルな序言を書いて，人々の注目を集めることに成功した（４３）。フランクリンは，この

悪質な冗談で商売敵を嘲笑したのである。

単独経営を始めた後，フランクリンはロンドンから来たホワイトマッシュという腕利きの植字

工を雇い，ローズという少年を徒弟にとったが，経営規模が拡大するにつれて更に多くの徒弟を

抱えていった。１７３３年にフランクリンは，サウス・カロライナのチャールストンに職人を１人

送り込んで，その地で最初の印刷所を設立した。フランクリンは彼に印刷機と活字を与え，パー

トナーシップの契約を結んで無機能資本家になり，経費と利益の３分の１を得ることとした。彼

は間もなく死んだが，その妻が印刷所の経営を受け継いでこれを繁栄させた（４４）。これが成功し

ていったので，フランクリンは「ほかでもやってみることにし，よく勤めあげた数人の職人

workmenを抜擢し，サウス・カロライナの場合と同じ条件で各地の植民地に印刷所を開かせた

ところ，大部分の者は上手に経営し，契約期間の六年が終わると活字を私から買い上げて，独立

して経営を続けた（４５）」。

第５は政商戦略である（４６）。つまり，フランクリンは地元の植民地政府とのコネを事業経営に

十分に活用したのだ。それは印刷所開業当初から行われた。すなわち，ペンシルヴェニアでは紙

幣増発の要求が高まっていたが，フランクリンは『紙幣の性質と必要』と題するパンフレットを

１７２９年に書いて，これを効果的に援護し，増発案は植民地州の集会で可決された。州会はフラ

ンクリンの功績に報いて，紙幣印刷の仕事を回してくれた。また，ロンドンに向かう船上で知己

を得た州会議員ハミルトンが，デラウェア植民地の紙幣，法文，議事録の仕事も回してくれたの

で，フランクリンは大いに潤った（４７）。１７３６年（３０歳）にフランクリンはペンシルヴェニア州会

の書記に選出されて，以後１７５１年までこれを務めたが，そのために「議事録や法文や紙幣の印

刷，それに概して利益の非常に多い公共のための臨時の印刷物など」の仕事を取ることができ

た（４８）。続いて１７３７年には前述のようにフランクリンはフィラデルフィアの郵便局長に任命され

た。フランクリンによると「これは非常に利益のある仕事であった。給料はわずかだったが，こ

のために通信が便利になったので，新聞の内容を良くすることができ，部数も増え，掲載広告も

多くなって，大きな収入が得られるようになったからである（４９）」。更にフランクリンは，その後

しばらくの間アメリカの郵政長官に雇われて会計監査官となったが，１７５３年に長官が他界する

と，イギリスの郵政長官の委任を受けて，ウィリアム・ハンターとともにその職を引継い
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だ（５０）。

このように，有能な事業家としてフランクリンは巨大な富を得て，１７４８年（４２歳で）実業界

から身を引いた。『自伝』では「勤勉誠実で非常に有能なデイヴィッド・ホールを私の経営パー

トナーにしていたが，この人が印刷所の世話は全部引き受けてやってくれ，わたしにはきちんき

ちんと利益の分け前my share of the profitsをよこしてくれた（５１）」との記述がある。現存の史料

によれば，フランクリンはホールから年平均で６００ポンド以上を受け取っていた，といわれる。

フランクリンにはその他に，州政府からの収入があり，製紙工場からの収入，沿岸諸都市の不動

産の賃貸料収入，金融業からの収入，そして土地への投機からの収入があった。ゴードン・ウッ

ドは，それらすべてを含めて，フランクリンの総収入は年間２，０００ポンド近くに達した，と推定

する。これはイギリスの貴族並みの収入であり，当時のペンシルヴェニア植民地の総督の給料の

２倍であった。また，同じころのイギリスの手工業者や自営農民の年間収入が約４０ポンド，専

門職である弁護士のそれが約２００ポンドであったことを勘案すると，フランクリンの裕福さがが

わかる（５２）。もちろん，勤労，節約，正直といった徳行の実践だけでは，このような富を手に入

れるのは不可能である。彼がこれほど富裕になったのは，それらの徳行を実践しただけではな

く，アメリカ資本主義の興隆期に特有の様々なビジネスチャンスを抜け目なく捉えて，それらを

上手に処理する革新的企業家 innovatorとしての手腕を持っていたからである。特に新聞経営

は，政治・経済・社会の幅広い情報を早く入手することに役立った。フランクリンは，それらの

情報を利用して富を蓄積する企業家的能力に長けていたのである。

�）地域的指導者から国際的文化人へ

フランクリンは，こうして十分な財産を蓄えて，私的なビジネスから離れることができ，その

後は余暇を慰安や科学研究に費やそうと思った。１８世紀において自然哲学＝科学はジェントル

マンの領分であり，余暇はそのステイタス・シンボルであった。フランクリンは啓蒙されたジェ

ントルマンとしての自らの地位を証明し，「役立つ知識」を追求するために，余暇を利用しよう

としたのである（５３）。しかし，消防組合，学術協会，高等教育機関，そして義勇軍などのさまざ

まな公益事業でフランクリンがそれまでに見せてきた手腕を，多くの人々は見逃さず，彼に様々

な公共の仕事を押し付けてきた。彼は１７４８に年フィラデルフィア市会議員に，１７４９年に治安判

事に，１７５１年には市参事会員に選出されて，ペンシルヴェニア植民地議会の議員になった。ま

た１７５３年には，前述のとおり，北米植民地全域の郵政長官に就任して郵政事業の合理化を進め

た。

１７５４年にフランクリンは，ペンシルヴェニアを代表してオルバニー植民地会議に出席し，全

植民地が一つの政府の下に連合する案を提出した。この案は植民地会議で可決されたが，イギリ

ス本国と各植民地政府はこれを否決した（５４）。１７５７年７月に彼は，ペンシルヴェニアの領主所有

地への課税問題に関してペン家の人々と交渉するために，州会を代表して渡英した。しかし交渉
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は一向に進展しなかったので，フランクリンはペンシルヴェニアを領主植民地から王領植民地に

変えるよう国会議員に働きかけた。イギリスの国会議員との交流を深める中で，フランクリンは

徹底したイギリス帝国主義者で王党派になっていった（５５）。つまり自らを，アメリカに住んでい

るイギリス人と自覚し，イギリス国王を崇敬するようになったのである。

イギリスに対するフランクリンの立場は，フレンチ・インディアン戦争（七年戦争，１７５６～

１７６３年）以後，微妙なものとなった。終戦後イギリスは，北アメリカの駐留軍の莫大な維持費

を捻出するために，アメリカの植民地人に新たな租税を課すことを試みた。これに対して植民地

人の怒りが爆発した。そういう状況の中で，イギリスに在留したフランクリンは本国と植民地の

間を取り持つために執筆活動を続け，イギリス政府や国会は，彼を植民地の立場を代表するス

ポークスマンとして扱った。１７６５年に成立した印紙税法はフランクリンの努力もあって翌年廃

止されたが，１７６７年には新たにタウンゼント関税諸法が成立した。フランクリンはなおもイギ

リスに在留して新設のアメリカ省で働くことを望んだが，猟官活動に失敗し，ハチンスン漏えい

事件によって政府の信用を失い，枢密院で侮辱されるに及んで，ついにイギリスを見限ってアメ

リカに戻った（５６）。

１７７５年５月にフランクリンがフィラデルフィアに戻った時には，アメリカ独立戦争の戦闘は

始まっていた。フランクリンは一転してアメリカ愛国派として，アメリカの分離独立を強硬に支

持した。翌１７７６年７月４日にアメリカは独立を宣言したが，フランクリンはその宣言書の起草

委員として活躍した。彼はその年の１２月に，外国の援助を得るための使節としてフランスに派

遣された。

フランスではフランクリンは，先端的な科学者，啓蒙主義者，アメリカの代表的な共和主義者

として偶像視されていた。パリ郊外のパシーで快適に暮らし，またサロンに出入りして多くのフ

ランスの知識人と親交を結んだ。彼の努力も与って，フランス王国は１７７８年２月にアメリカ合

衆国との軍事同盟条約を結んだ。これが合衆国のイギリスに対する勝利を決定的にした。合衆国

とイギリスとの講和条約は，１７８３年９月にパリで調印され，フランクリンは１７８５年９月にフィ

ラデルフィアに戻った。フィラデルフィアの人々は彼の帰国を歓呼して迎えたが，アメリカ連邦

会議はそうではなかった。彼の政敵によって支配された連邦議会は，彼を憲法制定会議のメン

バーに選んだものの，海外でのその政治的な貢献に報いることは一切しなかったのである（５７）。

２ フランクリンにおける宗教と道徳

フランクリンの啓蒙主義のエートスを検討する前に，我われはその前提となる彼の宗教観と道

徳論を明らかにしておこう。植民地時代のアメリカは，完全に本国イギリスの文化圏の中にあっ

たので，我われはまず，１７世紀末以後のイギリスの宗教・道徳思想を概観しなければならな

い。
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�）１８世紀英米の宗教

キリスト教とは，新約聖書の福音書に証しされているイエスが救い主，すなわちキリストだ，

と信じる宗教である。この信仰を中心として紀元４世紀に纏められたニケア・コンスタンチノー

プル信条は，カトリックとプロテスタントに共通する基礎的な信条である。宗教改革運動は１６

世紀前半に，ローマ教皇とカトリック教会の権威を否定することから始まった。１６世紀後半に

はカトリック・プロテスタントの両陣営のあいだで熱狂主義が蔓延して，西ヨーロッパでユグ

ノー戦争やネーデルラント独立戦争などの宗教戦争が起こった。しかし，１７世紀の中ごろまで

にドイツの三十年戦争が終息すると，西ヨーロッパで両陣営の中で，逆に，理性的で穏健な信仰

が広がっていった。

イングランドでは１５３０年代に，国王ヘンリー８世の主導の下で宗教改革が行われ，イングラ

ンド教会が成立したが，その神学はカトリックのそれと大差のないものであった。だが，その子

エドワード６世とエリザベス１世の治世にはカルヴァン主義の神学がアングリカン教会の中に浸

透してきた。「ピューリタン」とは，イングランド教会の宗教改革を徹底して，教会を浄化 pu-

rifyしようとした人々を指す。１７世紀のステュアート朝の王たちがピューリタンに対する抑圧を

強めたこと，特にチャールズ２世の下でのW・ロード大主教による弾圧政策が，ピューリタン

革命の諸原因の一つであった。革命が成功して１６４９年に共和国が成立すると，イングランド教

会体制は廃棄されたが，１６６０年には王政復古が行われてイングランド教会は再建された。国民

は国王と国教会への忠誠を強制された。しかし国教会内部には，非国教徒を包摂して体制を安定

させようとする穏健な広教主義 latitudinarian聖職者が現われ，１６８８年の名誉革命以後，国教会

の高位聖職を独占した。彼らの神学は合理的キリスト教であった（ジョン・ロックやアイザッ

ク・ニュートンの宗教思想はこれと同種のものであった）。彼ら広教主義者たちは，理神論，懐

疑主義，無神論に対しては容赦なく批判の矛先を向けた。フランクリンが『自伝』の中で触れて

いる，いわゆるボイル記念連続講演は，それらの脅威からキリスト教を守るという目的で開催さ

れた（５８）。

中世ヨーロッパにおいてキリスト教信仰と科学は，スコラ哲学の体系の中で見事に調和させら

れていた。しかし，１７世紀の「科学革命」をとおしてガリレオ・ガリレイからニュートンに至

る「機械論哲学」が科学思想の主流になってくると，信仰と科学の関係に危機がもたらされた。

イングランド広教主義の「合理的キリスト教」は両者の関係を保つための一つの解答であった

が，１７世紀中ごろにはホッブズ流の無神論が，１７世紀末には不可知論や理神論が現れた。無神

論はもちろんのこと，理神論もキリスト教ではない。理神論は，至高の存在（宇宙の創造主であ

る第一原因）とそれに対する人間の義務を理性が示すことを認めるが，キリスト教の信仰を否定

するものである。例えば，ジョン・トーランドは，キリスト教の教えの中で理性の光で説明でき

ない神秘的なことはすべて否定されるべきである，とした（５９）。ロンドンに在って『自由と必

然』を執筆した時期のフランクリンの立場は，不可知論に近い理神論であった。
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教義や信仰生活において理性を重視する考え方は，非国教徒（王政復古以後，ピューリタンと

カトリックはそのようにして括られるようになった）の間にも次第に浸透していった。例えば

「ピューリタン牧師」バクスターがそのよい例である。理性重視はカルヴァン主義の中では普遍

救済説をとるアルミニウス派と結び付きやすかった。１８世紀前半には，元国教徒聖職者の

Th．・リンゼーと非国教徒の J・プリーストリーに指導されて，ユニテリアン派が成立した。こ

れは，アリウス主義やソッツィーニ主義の流れをくみ，聖書に記された奇跡については信ずる

が，キリストの神性を否定する異端であり，厳密な意味では，これもキリスト教ではない。

�）フランクリンの宗教論

フランクリンが生まれたマサチューセッツは，スコットランドやスイスのジュネーヴと同様

に，カルヴァン主義の神政政治が行われたところである。彼の両親は，カルヴァン主義の長老派

教会の正式のメンバーであった。フランクリンは，少年時代にこれに反発した。彼は『自伝』の

中で次のように言う。「私は長老派教会の会員として宗教的に教育されたが，『神の永遠の定め』

『神の選び』『永遠の罪への定め』といったこの宗派の教義は不可解であり，他にも疑わしい教義

があったので，日曜日の礼拝集会には出ないことにしていた（６０）」。そして彼は，前述のよう

に，１５歳のころには完全な理神論者になり，ロンドンで１９歳で『自由と必然』を書いたが，そ

の後の彼の宗教思想の変化を捉えるのは難しい。それは彼が宗教論について纏まった記述をして

いないからである。例えば，ホッファーはフランクリンが一生を通じて理神論者であったと考

え，ケレターはフランクリンの宗教が一種の「自然宗教」であったと理解し，ヴィーンバーガー

はそれが「道徳的・宗教的懐疑主義」であったと捉え，オールドリッジはそれが「多神教」で

あったとする（６１）。このように，フランクリン研究の専門家は，いずれも彼がキリスト教から離

れてしまったと考えるのだが，他方ではフランクリンが最後までピューリタニズムの影響を保持

していたとする俗説が，生きながらえている。しかし我われは，『自伝』や幾つかの文書を精査

して，彼の宗教思想の性格を掴むことができる。

『自伝』によれば，フランクリンは，メレディスとのパートナーシップの形態で印刷所を創業

した１７２８年の１１月に「信仰箇条と宗教的行為」と題するメモ（６２）を書いて，それを使って神へ

の祈りを奉げることにした（６３）。この文書は極めて重要である。なぜなら，その内容は一度も公

にされず，全く私的な目的に使われたのだから，フランクリンの本当の考えが示されているから

である。『自由と必然』を公表してから３年の苦闘の中で，彼がたどりついた宗教観がそこに示

される。

この文章の冒頭でフランクリンは「私は，一つの至上の，最も完璧な存在を信じる」と宣言

し，その存在が神々自身の創造主であり，父である，という。ここからオールドリッジはフラン

クリンの多神教信仰を推定する。しかし私は，これがフランクリンの「有神論的大局観 Theistic

Perspectivism」を表現しているというウォルターズの見解を，より説得的だと思う。つまり，
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至高の神は人間にとってあまりにも偉大で遠く，人間の理解を超えているので，その至高の神は

自らと人間の間に，イエス・キリスト，アッラー，アフラマツダ，仏陀といった神々を創造し

た，とフランクリンは考えたのである（６４）。フランクリンの宗教観の本質がそこにあると解る

と，宗教に関する一見不可解な彼の言動がすべて理解可能となる。つまり，第１に彼は，全ての

宗教に共通する信条をまとめ，それを自分の信条にした。第２に，したがって彼は諸宗派の教義

の詳細については全く興味を持たず，あらゆる宗教・宗派の信仰者と親しく付き合った。第３

に，したがってまた，彼は宗教よりも道徳を重視した。このような彼の宗教・道徳観は，まさに

啓蒙主義に典型的な思想なのであった。これらの点を，次に説明しよう。

『自伝』の中で，親から与えられたカルヴァン主義長老派の信仰を拒否した理由を説明した部

分で，フランクリンは「宗教的な主義を全く持たないわけではなかった」と述べてこう続ける。

「例えば神の存在，神が世界を創造し，摂理に従ってこれを治め給うこと，神が最も喜ばれる人

間の奉仕は人に善を為すこと，霊魂の不滅，全ての罪と徳行は，現世あるいは来世において，必

ず罰せられ，または報いられる」ことを疑ったことはない，という（６５）。ここには『自由と必

然』と矛盾した内容が含まれるので，虚偽が含まれている。だがフランクリンは，そのような境

地にすでに１７３１年には到達していた。この年に彼が紙片に書き記した「信仰箇条の要点」が

『自伝』の中で次のように紹介されている。「万物を創造された唯一の神がいる。神は摂理によっ

て世界を治めたまう。神は畏敬と祈りと感謝をもって礼拝されるべきである。しかし，神が最も

喜ばれる人間の奉仕は人に善を為すことである。霊魂は不滅である。神は，現世あるいは来世に

おいて，徳には報いを，罪には罰を必ず与えたまう」と。フランクリンによれば，これはあらゆ

る既成宗教の本質的な部分を含み，また，どんな宗派の信徒からも嫌われないものであっ

た（６６）。

注意されたい。このフランクリンの信条はキリスト教のものではない。カトリックとプロテス

タントに共通する基本的信条である「救い主としてのイエス・キリスト」，原罪とイエス・キリ

ストによる贖罪，神の聖霊の働き，神のことばの啓示としての聖書，これらすべてがフランクリ

ンの信条からは抜け落ちている。「信仰箇条の要点」は，各国の善良有徳な人々を糾合して作ら

れるべき「修徳同盟」の基本信条として記されたものであったが，この組織は主にフランクリン

の多忙のゆえに実現しなかった（６７）。これはフランクリンにとっては挫折だったのだろうか。そ

うではない。『自伝』では全く触れられないが，彼はこの１７３１年にフィラデルフィアのフリーメ

イスンのセント・ジョン・ロッジに加入した。「修徳同盟」を設立したいという彼の啓蒙主義的

な夢は，ここで十分に満たされたのである。１７３４年にはフランクリンは『フリーメイスンの規

約』を印刷出版し，のちにはペンシルヴェニアのすべてのロッジのグランド・マスターになっ

た。フランスに派遣されると，フランクリンはフリーメイスンの「ミューズ９女神のロッジ

Loge des Neuf Soeurs」に加入して，フランスの多くの知識人とこれを通じて交際した。１７８０年

代初めには彼はフランスのすべてのロッジのマスターを務めた。フランクリンは生涯ずっとフ
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リーメイスンであり続けた。そこが彼の安住の地だったのである（６８）。

次に第２点について。既成宗教のすべてに共通する信条だけを一体化して信奉する「有神論的

大局観」を採用したからこそ，フランクリンはキリスト教の諸宗派の教義には興味を持たなかっ

た。彼はフィラデルフィアでは長老派の教会に所属していたが，その牧師の説教は「主として神

学上の論争か，この宗派独特の教義の説明で，どの説教も私には無味乾燥で興味を惹かず，また

教えられるところもなかった（６９）」という。フランクリンはヘンプヒル事件の後にアングリカン

教会に移るが，ここでも彼は国教会祈祷文の簡約化を試み（７０），『ヨブ記』の現代語訳と称してイ

ギリスの政治を茶化すありさまであった（７１）。アングリカンの福音主義巡回説教師ウィット

フィールドとの交際は，両者が１７３９年にフィラデルフィアで面会して以後，前者が世を去るま

で続いた。両者はウィットフィールドの著作の出版を介して互恵関係にあった。つまり，ウィッ

トフィールドは自分の説教を広く世に伝えることができ，フランクリンは大儲けしたのだ。フラ

ンクリンはウィットフィールドの誠実さ，伝道への熱意，説教のテクニック，そしてジョージア

州での孤児院建設の努力を高く評価したが，最後までキリスト教に帰依することはなかっ

た（７２）。

フランクリンは，諸宗教・諸宗派を，教義的に柔軟であるかどうか，道徳性の高さ，社会的有

用度などによって格付けした。例えば，自分たちが完全な真理を知り得ていないという謙虚な立

場から信仰箇条を公開しないダンカー教徒は高く評価され（７３），絶対平和主義のために政治的に

困難に陥ったクエイカー派はそれより低く評価され，カルヴァン主義長老派はその教義的厳格さ

のゆえに最悪だとみなされた（７４）。したがってフランクリンは，『迫害に対する寓話（７５）』などで

宗教的迫害や熱狂主義を皮肉ったが，時には怒りをあらわにすることもあった。１７６３年１２月に

ペンシルヴェニアで起こった狂信的長老派教徒によるインディアン大虐殺を，彼は赦すことがで

きなかった（７６）。

第３に，フランクリンの「有神論的大局観」と表裏一体の関係にあるのが，宗教よりも道徳を

重視する見方である（７７）。『自伝』の中でフランクリンはロンドンからフィラデルフィアに戻った

時点での自分の宗教・道徳観を振り返って，次のように言う。「私は，人と人との交渉が真実と

誠実と廉直とをもってなされることが，人間生活の幸福にとって最も大切だと信じるようになっ

た（７８）」と。その当時の私的なメモ「信仰箇条と宗教行為」の中でもフランクリンは，神は人間

が幸せになることを望まれるが，善良でなければ人はこの世では幸せになれないのだから，神は

人が善良であることを望まれるのだ，と記している（７９）。

前述のようにフランクリンは長老派教会に所属しながら，教会には行かなかった。ところが

１７３４年に赴任してきたヘンプヒルという青年牧師は徳行を繰り返し説いたので，フランクリン

は彼をすっかり気に入って，教会に出かけるようになった。しかし保守的な信徒は，正統派の牧

師と組んでヘンプヒルを異端者として長老会 synodに告発した。フランクリンはパンフレット

や新聞記事でヘンプヒルを擁護したが，彼はついに罷免されてしまった。そのためフランクリン
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も，広教主義のアングリカン教会に移ったのである（８０）。長老教会からアングリカン教会に移っ

たとしても，それは表向きのことであって，フランクリンの心はフリーメイスンにあった。１７４９

年にはフィラデルフィアでフリーメイスンのメンバーのスキャンダルが話題になり，フランクリ

ンはこれについて新聞紙上で論戦を張った。この時に心配して手紙をよこした両親に対して，フ

ランクリンは手紙で「心配ご無用」と書いている。その中でも彼は「正統主義が美徳よりも尊重

されるようなときには，生き生きした宗教はいつも苦難を受けてきた」と述べたのである（８１）。

ウォルターズが言うように，フランクリンの「有神論的大局観」は，そのような意味でまさに啓

蒙主義的な宗教観だったのである（８２）。

�）フランクリンの道徳論

美徳の追求は啓蒙主義者にとっての最大の課題のうちの一つであった。野蛮で無知で，権力に

追随し，因習的な生活を無意識に続けている状態から，人々を理性の働きによって目覚めさせる

のが「啓蒙」であるから，啓蒙された人間は洗練されて，道徳的になっているはずなのだ。ウッ

ドによれば，「啓蒙時代における知識人の全員が，ニュートンなどの科学者によって明らかにさ

れた自然界における物理的諸力に匹敵する人間界の道徳的諸力を発見することに心を奪われてい

た。フランクリンもまた然りであった（８３）」。フランクリンは『自伝』第一部の執筆の目的につい

て「私の子孫でこれを読む者に，この物語全体を通して勤労の徳がどのように私に幸いしたかを

見て，勤労の徳の効用 useを悟ってもらいたい（８４）」という。彼は『徳への道 Art of Virtue』と

題するパンフレットの執筆を企画しており，友人 B・ヴォーンからもその出版を要請されたが，

結局その余裕が無くなってしまったので『自伝』の第二部において，その内容を詳述したので

あった。

デボラ・リードと結婚した後の１７３１年（２５歳）に，フランクリンは「道徳的完成に到達しよ

うという不敵な，しかも困難な計画」を思い立った。啓蒙主義者たちの中にあってフランクリン

に特徴的なのは，徳は理性の働きだけでは身につかない，と考えた点にある。彼は自分自身の体

験から「人間性悪説」を取るようになっていた。彼の食欲や性欲は人一倍強く，彼はしばしば自

分の欲望に屈した。彼には菜食主義を実践した時期があったが，ボストンからフィラデルフィア

への船旅の中で鱈の揚げものの良い匂いに誘われて，屁理屈をつけて肉食の禁を破ってしまっ

た（８５）。デボラと結婚する前にゴッドフリー家の娘との縁談が破談になったが，その直後には

「容易に抑えることのできない青年時代の情欲に駆られて，たまたま出会った怪しげな女たちと

しばしば関係を結んだ（８６）」。欲望が理性で抑制できないことを悟ったからこそ，フランクリンは

徳行を習慣化することによって身につけようとしたのである（８７）。

そこでフランクリンは，自分にとって必要なすべての徳を１３項目に纏めて，一定期間どれか

一つに集中して，それがマスターできたならば次に進むという方式を考えた。したがって１３徳

は，基本的であり他の徳のマスターにとって前提になるものから順に並べられた。
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それらは，１節制（つまり，暴飲暴食の禁止），２寡黙，３秩序（つまり，整理整頓と時間厳

守），４決断（とその実行），５節約，６勤労，７誠実，８正義（つまり，人に損害を与えないこ

と），９中庸，１０清潔，１１平静，１２貞節，１３謙譲，以上である。フランクリンは小さな手帳に

表を作り，１頁を１週間分とし，縦軸に１３の徳目，横軸に曜日を記して，毎日の過失を記入し

ていくことにした。貸借対照表か小遣帳の要領である。この小さな手帳には題句として，啓蒙主

義者アディソンが著した悲劇『カトー』の一節，ローマの雄弁家キケロの随想の一節，そして

「ソロモンの箴言」の一節を記した（８８）。これらはいずれも，キリスト教とは直接関係ないもので

ある。

そして彼は，検査表の冒頭には次のような祈祷文を書き加えた。「おお，全能の神 powerful

goodnessよ。恵み深き父よ。慈悲深き指導者よ。わがまことの道を見出すあの知恵を増させた

まえ。その知恵の指し示すことを成し遂げる決意を強めさせ給え」。また詩人トムスンの詩から

とった次のような一節も使った。「光と命の父，汝最高善の神よ。我に善きことを教えたまえ。

……愚かしきこと，空しきこと，悪しきこと，全ての卑しい仕業から我を救いたまえ。わが魂

を，知恵と平安と聖なる徳，聖にして実あり衰えることなき祝福で，みたしたまえ」（８９）。これ

らは，クリスチャンのいわゆる「主の祈り」とは全く趣を異にするものである。「主の祈り」で

はまず，父なる神を賛美し，神の支配が地上で実現することを祈った上で，自分個人ではなく

「私たち」信仰者が，飢えることなく，罪を犯さず，誘惑に会わないように願うのである（９０）。と

ころが，フランクリンとトムソンの祈りは，全く個人主義的であり，知恵や徳性の獲得を神に一

方的におねだりしているだけなのである。フランクリンにとって，本当の主役は神ではなく，人

間である。ここにもフランクリンの啓蒙主義的な精神が現れている。

ところで，「１３徳」の実践は成功したのだろうか。実際上はあまりうまくいかなかった。フラ

ンクリンはその点を正直に告白している。「大体からいえば，私は自分が心から願った道徳的完

成の域に達することはもちろん，その近くに至ることさえできなかった。しかし，努力したおか

げで，このような努力をしなかった場合に比べて，人間も良くなり，幸せにもなった（９１）」と。

「人間が良くなったかどうか」は，本人が判断することではない。しかし，「幸せ」は本人が判断

することである。フランクリンは性格改善の努力によって，確かに少しは有徳になり，その結果

幸せになれた，と実感した。この点は重要である。フランクリンにとっては，美徳はそれ自体が

目的なのではなく，幸福という最終目的のための手段だったのである（９２）。企画倒れに終わった

『徳への道』も「幸せ」という目標のために徳を積む方法を解き明かすものだった。この点につ

いて，フランクリンは次のように明言している。「この小著で私が説明し強調したいと思ったの

は，人間の本性だけを考えてみても，もろもろの悪行は禁じられているから有害なのではなく

て，有害だから禁じられているのであり，従って来世の幸福を望む者はもちろん，現世の幸福を

望む者にとっても，徳を積むことは有利なのだ，という教えであった（９３）」と。
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３ ベンジャミン・フランクリンの産業的啓蒙主義

�）１８世紀啓蒙とフランクリン

啓蒙主義は１８世紀のヨーロッパにおいて，科学，政治，経済そして社会の在り方を理性の光

に照らして見直そうとした文化的・思想的な運動である。それは，野蛮や無知蒙昧，因習，伝統

や権威と対立し，批判的で民主的で建設的な文化的・思想的な運動である。啓蒙主義に関する古

典的な見解はカッシーラーや P・ゲイによって代表されるが，彼らは啓蒙主義を，少数の偉大な

思想家たちに共有された一つの思想的統一体として捉えた（９４）。しかし１９７０年代以後，啓蒙主義

についての多様なアプローチが現われ，その理解は深まった。まず啓蒙主義は，上流と中流の知

識人たちの幅広い文化運動として理解されるようになった。啓蒙主義者たちが形成したサークル

での議論は，新聞やパンフレットなどの情報媒体を通して社会に流布し，それがハーバマスのい

わゆる「近代的公共圏」を形成し，国々の政治や経済の政策に影響を与えたことが明らかにされ

た（９５）。

啓蒙主義が展開した背景には，１７・１８世紀ヨーロッパ社会の大規模な変化がある。商工業の

発展，都市化，人口急増，交通革命など，一言でいえば「前工業化社会から工業化社会への移

行」が劇的に進行していた。啓蒙主義を最も深いところで支えていたのは「科学革命」の展開で

ある。人々は自然の諸法則だけではなく，経済や政治や社会の諸法則の解明に夢中になった。啓

蒙主義者たちは明るい未来の社会への展望を共有していた。したがって，啓蒙主義は人間の究極

的な問いを，宗教的な「救済」から現世的な「幸福」に変えた（９６）。

啓蒙主義の現われ方は，各国の文化的，政治的背景の相違に規定されて国ごとに異なるといわ

れるが，啓蒙主義を中流の知識人まで含めた幅広い文化運動として捉えるならば，それがイギリ

スで最も早く展開したことは，当然といえるだろう。イギリスでは１６４０年代のピューリタン革

命と１６８８年の名誉革命によって絶対王政が廃棄され，市民政府が成立した。名誉革命体制をイ

デオロギー的に支えたのはロックの『統治二論』（１６９０年）と，ニュートンの『プリンキピア』

（１６８７年）である。ロックとニュートンの哲学はフランシス・ベーコンの経験主義的な観察方法

によって基礎づけられていた。ロックの私的財産権論と人権思想は，イギリスの個人主義思想と

経済的自由主義を育んだ。ニュートンは，数学的に表現される諸法則によって支配される物体の

動きを理解する機械論的な自然哲学の頂点を極めた。ニュートン主義は広教主義を支持する自然

観を提供したので，名誉革命後のアングリカンの支配体制を擁護するために利用された。科学研

究は知的な進歩への信念，つまり啓蒙主義のプロパガンダを支持する基礎となった（９７）。

イギリス啓蒙主義者というとロックやニュートン以外に，イングランドのぺティー，デ

フォー，シャフツベリー卿，マンデヴィル，アディソンと R・スティール，あるいはスコットラ

ンドのハチスン，ヒューム，ファーガソン，ステュワート，アダム・スミスなどの思想家たちが

思い浮かぶ。しかし啓蒙主義の社会的，文化的な意義としてもっと大事なのは，そのような大思
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想家の議論が，読者家大衆 reading publicの間に受け入れられて咀嚼されていったこと，また

ニュートン主義がデサグリエなどの科学者たちによって知識人大衆に浸透していったことであ

る。その媒体は印刷物と知識人のアソシエーションであった。イギリスでは１６９５年に検閲法が

失効し，それ以後，印刷業界は自由市場になった。１６２０年代の出版物は約６，０００点であった

が，１７１０年代には約２１，０００点，１７９０年代には５６，０００点以上が出版され，１６６０年と１８００年の

間に約３０万タイトルの出版物が現われ，約２億部が印刷された。１７１２年にはロンドンで一面新

聞が約２０種類発行され，１週間で２５，０００部発行されたが，１７６０年には３５種類の地方新聞が１

週間で約２０万部発行された。また雑誌も種々発行され，１８００年にはイングランドだけで２５０種

類の定期刊行物が発行されていた。出版社は地方都市にも誕生し，哲学者が学識者men of let-

tersとして俗世間で活躍して生計を立てられるようになった。こうして印刷物は，啓蒙主義的な

見解と価値観，つまり，人間の理性的活動による進歩と改善を信じ，現世的幸福を追求するエー

トスを流布させるためのエンジンとなったのである（９８）。

フランクリンは『自伝』の中で，ロンドンでの修業時代に，マンデヴィルがクラブを作ってい

た居酒屋ホーンズ亭でマンデヴィルに面会したことや，パットスン・コーヒー店でペンバートン

博士に面会したことに触れているが（９９），コーヒーハウスは知識人のたまり場であり，そこから

クラブなどの知識人のアソシエーションが生まれた。１８世紀の中ごろには，ロンドンだけで

も，クラブやその他のアソシエーションは約２，０００存在し，フリーメイスンのロッジはイギリス

で１７２５年に５２存在し，１７６８年にはその数は３００近くに増加していた（１００）。フランクリンは少年

時代から啓蒙主義者たちの著作を読み耽ったが，ロンドンでは啓蒙主義者たちが創り出した公共

圏に実際に浸ることができたのである。

フランクリンがフィラデルフィアに戻った後に，「１３徳」の実践を企て，ジャントー・クラブ

を設立し，またそれを母体としてさまざまな公共事業を展開し，新聞や暦を発行し，さらに科学

実験を進めたのは，いずれも啓蒙主義の精神によってであった。電気に関する実験によって科学

者としての地位を確立すると，フランクリンは（ペンシルヴェニアの領主である）ペン家の秘書

であったジェイムズ・ローガンを通じて「文芸共和国」の仲間入りを許された。ペンシルヴェニ

ア議会を代表してイギリスに渡ると，フランクリンはロンドンとスコットランドで多くのイギリ

スの啓蒙主義者と交流した。また，大陸会議からフランスに派遣されると，フランスの啓蒙主義

知識人たちと親しく交わった。フランクリンはこうして，アメリカにおける文芸共和国のドメイ

ンを創造し，他の誰よりもそこで活躍したのであった（１０１）。これらの点について，以下で詳しく

検討しよう。

�）暦，新聞，パンフレット

印刷物は啓蒙主義のエンジンであった。フランクリンは大著を書かなかった。彼はその啓蒙主

義的アイデアを，暦，新聞や雑誌の論説，そしてパンフレットの中で展開した。
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フランクリンは『貧しいリチャードの暦』を１７３２年に創刊し，１７５７年まで発行した。１７３６年

には年間１万部発行されたが，その後，彼は他の印刷業者の暦を受け継いで合計１２種類の暦を

８９刷発行した（１０２）。彼はそれを，字が読める人々，つまり中流層を啓蒙する手段の一つだと心得

ていた。彼は自伝の中で次のように語る。「またこの地方の近隣の町村で，これ（『貧しいリ

チャードの暦』）のないところはほとんどないくらい広く読まれているのを見て，私は，暦は他

の本などほとんど買わない一般市民の間に教訓を伝える格好の手段になると思った。そこで暦の

中の余白をすっかりことわざ風の文句で埋めた。その大部分は勤勉と節約とが富を得る手段であ

り，したがって徳を完全に身につける手段であることを説いたものであった。なぜなら『空の袋

は真っ直ぐには立ち難い』ように，人は貧乏な場合の方がいつも真っ正直に暮らすことは容易で

はないのだから（１０３）」。

このフランクリンの文言については，２つの点に留意する必要がある。第１に，暦の余白を金

言や警句で埋め尽くすというのは，暦では普通のことであって，フランクリンの『貧しいリ

チャードの暦』がその意味で特殊であったわけではない。ただし，フランクリンの金言や警句

は，他の暦のそれらよりは気が利いていた。それらの内でフランクリンが独自に作ったものは１

割以下で，ほとんどは１７世紀のイギリスで人口に膾炙したものだが，彼はそれらを短くした

り，鋭くしたり，リズミカルにしたり，あるいは植民地アメリカの現状に合うものにアレンジし

たのだった（１０４）。

第２に，金言や警句の大部分が勤勉と節約を説くものだったというのは，フランクリン自身の

記憶違いである。１７５７年に纏められてその後パンフレットになった『富への道』がよく売れた

ので，『自伝』を書いたころまでに錯覚が生じたのだろう。実はその内容はきわめて多岐に亘

り，「勤勉と節約」という職業訓はむしろマイナーなテーマなのであった。『貧しいリチャードの

暦』の格言を詳しく研究したルメイは，それらが全体として，フランクリンの人間論，道徳論，

社会論を反映しているという。

格言の中には，まず，礼儀作法の改善を説くものが多い。「育ちの良い人は，誰とでも親しく

することを目標とするはず」「目上の人には遜り下り，同等の人には丁重に，目下の人には気品

をもって接するのは義務」といった具合である。人間の本性の悲しさを嘆く格言も多い。「阿呆

の始まりは，自分自身を賢いとうぬぼれること」「高慢と通風を治すのは，まず無理だ」「黄金時

代というのは，いつも昔のこと」「だれでも長生きしたと思うが，年寄になりたいとは思わな

い」「三人で秘密を守るのは可能。そのうちの二人が死んじまえば」「誰もが隣人の陰口を言う性

向を持ったのは，神の摂理」「医者を相続人にするのは阿呆」「汝の隣人を愛せ。ただし隣との垣

根を取り払うべからず」といった具合である。暴飲暴食を咎める警句も多い。「生きるために食

べろ，食べるために生きるな」「泥酔は最悪。人々を阿呆にし，獣にし，悪魔にもする」という

具合である（１０５）。

宗教・道徳に関する金言も，すでにみたフランクリンの宗教・道徳論を反映するものである。
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「宗教を語るのは，虎を鎖から解き放つのと同じ」「アリより上手な説教師はいない。アリは何も

話さないのだから」「この世のことについては，人は信仰によってではなく，必要によって救わ

れる」「人から愛されたいと思うなら，人を愛しなさい」「徳と幸せは母と娘」「この世で最も尊

いのは，この世で自分がどんな善行をすることができるかという問いだ」という具合である。平

等主義と民主主義の表白も，暦の格言の中に多々見られる。「脚で立つ農夫は，跪くジェントル

マンより背が高い」「王様のチーズの半分は削り取られてしまう。でも，いいじゃないか。チー

ズは人民のミルクから出来るのだから」「泥棒は高く吊るされ，小者は絞首台の木枠に嵌められ

る。偉い人たちが王座に就くとき，君や僕はどうなるの」という具合である（１０６）。

フランクリンは毎年の『貧しいリチャードの暦』に序文を書いたが，最終号となった１７５８年

の暦では「勤労と節約」に関する格言をまとめて一つの物語にして序文とした。これがのちに切

り離されてパンフレットになり，『富への道』と題されて広く読まれた（１０７）。本論文の冒頭で検

討したヴェーバーの「資本主義の精神」との関連では，３つの点に留意する必要があろう。第１

に，「勤労と節約の勧め」は古今東西，どこにでも見られる通常道徳の一つだ，ということであ

る。だから，ヴェーバーの議論との関係では，フランクリンの「勤労と節約の勧め」が近代資本

主義にとりわけ適合的な形で提起されているかどうか，が問題となるのだ。

第２に，しかし，フランクリンの「勤労と節約の勧め」はヴェーバーの想定とは異なって，個

人主義的でもなければ，盲目的な利潤追求のエートスでもない。フランクリンは「１３徳の樹

立」を語る時に，「勤労」について次のように説明した。「時間を浪費するな。常に何か役に立つ

usefulことに従事せよ。無用な行ないはすべて断つべし（１０８）」。このように，フランクリンは利潤

追求のための勤労ではなく，「役立つ」ことに勤労せよと説いたのだ。もちろん，「役立つ」とは

自分だけのためではなく，社会のためのものでもある。後に見るように，フランクリンはフィラ

デルフィアの公共事業のために多大の貢献をした。彼の科学研究も人々の役に立った。フランク

リンの「勤労」の目的が「個人的な利潤追求」ではなく，自分と社会に「役立つこと」にあっ

た，という認識は重要である（１０９）。実際，フランクリンは１７５６年の『貧しいリチャードの暦』

の中では，「賢い人は，正当に手に入れ，冷静に使い，喜んで分け，満足して残す以上のものを

欲しない」という金言を挿入している（１１０）。また「節約」について，彼は「１３徳の樹立」のなか

で次のように説明した。「人と自分に役に立つ do goodのではないことにカネを出すな。すなわ

ち浪費するなかれ（１１１）」。これも，単なるケチの勧めではない。裏返せば，人の役に立つことに

はカネを出せ，と言っているのだから。

第３に，フランクリンの「勤労と節約の勧め」の意味は，当時のアメリカの植民地社会の背景

の中で捉えられるべきである。当時のアメリカの社会は「中産階級の純粋培養的な社会」などで

はなかった。植民地アメリカは奴隷制の社会であり，奴隷は人口の一割を占めていた。また，労

働者の中のかなりの部分が不自由身分の年季奉公人であった。他方で，植民地社会の中の大地主

は，労働することなく余暇を享受する貴族的な生活を送っていた（１１２）。このような社会の中で，
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「自分と人々のための勤労と節約」を奨励することは，中流の商工業者や自作農たちに対する激

励の意味を持った（１１３）。さらに言えば，ペンカックが指摘するように，『貧しいリチャードの

暦』は全体として，資本家的な徳を宣言したのではなく，むしろ，中流層の大衆に科学，文化，

歴史の知恵の恩恵を伝え，彼らがそのような問題を議論する公共圏を準備した，という意味を

持ったのだ（１１４）。

フランクリンは暦以外にも，自分が発行した『ペンシルヴェニア・ガゼット』紙を大衆啓蒙の

手段として利用し，さらに必要に応じて他の新聞・雑誌，またパンフットをも利用した。題材ご

とに幾つかを列挙しよう。

まずフランクリンの電気に関する実験と考察に関する諸論文は，イギリスのフォザギル博士と

コリンスン氏の計らいで１７５０年に『ジェントルマンズ・マガジン』に掲載され，また単一のパ

ンフレトとして販売された。他方，稲妻が空気中の放電現象であることを証明した実験は，彼自

らが発刊した『ペンシルヴェニア・ガゼット』１７５２年１０月１９日号に「凧の実験」という表題

で掲載された（１１５）。フランクリンが初めて経済問題を扱った『紙幣の性質と必要』と，労働価値

説を人口問題と関連させて展開した『人類の増加，諸国の人口などに関する考察』はいずれもパ

ンフレットのかたちで，それぞれ１７２９年と１７５１年に発表された。また，彼がイギリスに在った

１７６６年には，「小麦の価格および貧乏人の取り扱い論」と「質問集」が『ザ・ロンドン・クロニ

クル』紙に，「働く貧乏人論」が『ザ・ジェントルマンズ・マガジン』の１７６８年４月号に掲載さ

れた（１１６）。

フランクリンがフランスで書いたアメリカ事情論として有名なのが「アメリカに移住しようと

する人々への情報」と「北アメリカの野蛮人に関する寸言」である。前者は独立自営農民の国と

してのアメリカという幻想を生み出すのに貢献し，後者はインディアンに関する偏見を正そうと

したものであったが，両者は『二つの小論』として纏められ，ロンドンで１７８２に出版されて，

広く読まれた（１１７）。魔女についての迷信を風刺した「マウント・ホーリーの魔女裁判」は，彼自

身が発行した『ペンシルヴェニア・ガゼット』紙の１７３０年１０月２２号に掲載され，宗教的熱狂

から起こる蛮行を批判した『ランカスター郡における最近の大虐殺』は１７６１年１月にパンフ

レットのかたちで発表された。フランクリンはフィラデルフィアでは黒人奴隷を所有していた

が，フランス滞在中に完全な奴隷制反対論者に変身した。『ペンシルヴェニア・ガゼット』の

１７９０年３月２３日号に掲載された「奴隷売買論」は，奴隷制擁護論を痛烈に皮肉ったものであ

る（１１８）。

大規模なアソシエーションを組織するために，フランクリンはパンフレットを刊行して世論を

喚起した。『アメリカにおけるイギリス植民地の間に役立つ知識を増進させるための提案』（１７４３

年）は「アメリカ学術協会」の設立のために，『明白な事実』（１７４７年）はペンシルヴェニア防

衛のために義勇軍を組織するための提案であった（１１９）。高等教育機関の設立は『ペンシルヴェニ

アにおける青年教育に関する提言』（１７４９年）と題するパンフレットの中で提起され，火事につ
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いて大衆を啓蒙する目的で『ペンシルヴェニア・ガゼット』紙１７３５年２月４日号に掲載された

「町を火災から守ることについて」は消防組合結成の先駆けとなった（１２０）。

フランクリンが植民地の議員として，また，後にはイギリスへの使節やフランスへの使節とし

て政治活動に献身した時期には，イギリスの植民地政策を批判し，あるいは痛烈に皮肉った記事

を，新聞や雑誌に掲載した。イギリスが植民地に犯罪者を流刑にする政策を批判した「植民地へ

の悪漢の輸出」は『ペンシルヴェニア・ガゼット』紙の１７５１年５月９日号に掲載された。他

方，『パブリック・アドヴァイザー』の１７７３年９月号に掲載された「大帝国が小国に衰亡する法

則」と，同誌に同年１０月号に掲載された「プロシャ王の勅令」は，いずれもイギリスの植民地

政策を痛烈に批判したものであった（１２１）。

�）アソシエーションと公共事業

フランクリンの啓蒙主義的な社会活動の土台となったのは，「ジャントー」と名づけられた１０

数名からなる秘密結社であった。彼は，ロンドンからフィラデルフィアに戻り，キーマーに雇わ

れたのちの１７２７年秋，つまり２１歳の時に，有能な知人の大部分を集めて，相互の向上を図る目

的でこのクラブを組織し，金曜日の晩を集まりの日とした。フランクリンは『自伝』の中で

「ジャントー」の規則について次のように説明している。「会員はすべて順番に，倫理・政治ない

しは自然科学に関する何らかの点について少なくとも一つの問題を提出し，仲間の討論にかける

ことになっていた。また３カ月に１度は何であれ，自分の好きな題目について論文を書き，それ

を提出して読むという約束であった」。また，討論が，議論のための議論にならず，建設的なも

のとなるように配慮が行われた（１２２）。つまり「ジャントー」は会員相互の知的能力向上のための

勉強会のように紹介されている。

しかし，１７３２年にフランクリンが作成した会則の詳細を見ると，「ジャントー」の目的が多岐

に亘ることが解る。まず，会員は会合に備えて２４に亘る質問に目を通さなければならない。そ

れらは①歴史，道徳，詩，自然科学，旅行，機械技術その他の知識に関する本など，②討論する

にふさわしいテーマ，③商売に失敗した町の人の情報，④商売繁盛の町の人の情報，⑤町の金持

ちの蓄財方法，⑥模範となる町の人と，真似すべきでない人の例，⑦不節制，悪徳，愚行の例，

⑧節制，分別，中庸などの美徳によって，幸福になった人の例，⑨病気，怪我，その治療法，⑩

旅行や航海に出る人の情報，⑪人類，母国，友人，仲間に役立つことについてのアイデア，⑫新

しく町に来た立派な人についての情報，⑬最近仕事を始めた立派な人，⑭修正の必要がある法律

の文言，⑮人民の権利が最近侵害された例，⑯自身の評判が攻撃された情報，⑰自身が親交を結

びたい人に関する情報，⑱仲間の評判が攻撃された情報，⑲仲間が危害を加えられたという情

報，⑳会に対する会員の援助要請，�会に対する会員の助言要請，�会員以外からの恩恵につい

ての情報，�正義・不正の判断に困る事柄，�「ジャントー」の運営についての要望，の２４点

である（１２３）。
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まず①と②は会員の知的向上を，⑥⑦⑧は会員の道徳的向上を目的としているが，③④⑤⑩⑬

はビジネスに関する情報である。⑯⑱⑲⑳�はメンバーの相互扶助と救済のために必要な情報で

ある。⑭と⑮は法律と政治に関する情報であり，⑪は社会的貢献のためのアイデアである。ま

た，会則の中には会員の４つの誓いが示されている。第１に，会員仲間を尊敬するべきこと，第

２に，職業や信仰を問わず，全ての人を愛すること，第３に，思弁的持論や礼拝形式のゆえに，

ある人の身体，名声あるいは財産に危害を加えようと思ってはならないこと，第４に「真理のた

めに真理を愛し，自らそれを見出し，取り入れ，またそれを他人に伝えるために，陰・日向なく

努めること」である（１２４）。ここにはフランクリンの「有神論的大局観」に基づく宗教的相対主義

が表明されている。

フランクリンはこのようなアソシエーションの組織をどのようにして考え出したのだろうか。

この問題についてはいろいろな説があるが，１つではなく，少なくとも４つの要因が指摘でき

る。第１に，前述のように，フランクリンはロンドンで幾つかのクラブに出入りしていた。した

がって彼は，アソシエーションの組織の在り方や運営の仕方を知ることができたはずである。第

２は，彼が少年時代に読んだコットン・メイザーの『ボニファキウス：善行論』（１７１０年刊）の

影響である。『善行論』はピューリタン的な実践指導所であるが，その末尾では，人々の道徳改

善のための「改革協会」が取り上げられていた。また，「改革協会」が会合を持つ場合に朗読す

べき「考慮すべき項目」が，その中で列挙されている。この形式はフランクリンのジャントー・

クラブのそれと類似している（１２５）。

第３は，同じく彼が少年時代に読んだダニエル・デフォーの『プロジェクト論』（１６９７年刊）

の影響である。１７世紀末以後のイギリスでは，様々なプロジェクトの試みが雨後の竹の子のよ

うに次々と現れていた。デフォーはそのような現実を踏まえて，銀行，憂慮道路，病院，図書

館，中等・高等教育機関，そして共済組合 friendly societyなどの設立について論じた。フラン

クリンが組織した「ジャントー」，およびこれを基盤として彼が設立した図書館，学術協会，病

院，高等教育機関などは，デフォーの構想の射程の中にあったと言えよう（１２６）。第４は，１７２０年

に刊行されたジョン・ロック著作集に収められた「協会規則」の影響である。その長い表題「メ

ンバーが役立つ知識についてより多く深く知るため，また真理とキリスト教的博愛を推進するた

めに，毎週に一度会合する協会の規則」は，協会の性質を言い表している。また，この中で明記

された会員の３つの誓いが，「ジャントー」の会員の４つの誓いとほぼ全く同じであることも興

味深い（１２７）。ルメイはフランクリンがロックの１７２０年版著作集を持っており，それを読んだこ

とは明らかだ，と述べている（１２８）。

ところで，「ジャントー」に対するコットン・メイザー『善行論』の影響をとりわけ強調する

説があるが，これは正しい主張であろうか。メイザーはニュー・イングランドのカルヴァン主義

の指導者の家族に生まれ育った。１７世紀から１８世紀初めにかけてニュー・イングランドでは，

カルヴァン主義神学者は絶対的な権威をもっていた。彼らは回心の形態を定義し，再生の体験が
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本物か否かを判定する権能を持っていた。彼らは「神のことば」について説教し，神への道を教

え，恩寵をもたらす補助者として奉仕した。彼らは自分たちの共同体の道徳的番犬であり，邪悪

な行いを叱り，善行を勧めた。また彼らは，当時にあって最も学識ある人々であった。しか

し，１８世紀初頭にニュー・イングランドに侵入してきた啓蒙主義思想は，カルヴァン主義聖職

者たちの道徳的・知的権威にとって大きな脅威となった。人間の生涯の意味を「神の絶対的権威

の賛美すること」とし，救済についての二重予定，原罪論，人間理性の無力さを強調するカル

ヴァン主義の神学に，啓蒙主義は真っ向から対立するからである（１２９）。

しかし，インクリーズ・メイザーとその子コットンは，この２つの世界観を結び付けようとし

た。インクリーズとその仲間は１６８３年に博物学研究のための私的な哲学協会を設立し，コット

ンはカルヴァン主義神学を合理主義的に再解釈しようとした（１３０）。コットン・メイザーの『善行

論』で提起された「改革協会」はフランクリンの「ジャントー」に形式的に類似した部分があ

る。しかし，両者の内容は大きく異なる。「改革協会」の会合において会員に注意を喚起する

「考慮すべき項目」は社会的秩序の維持・改善を趣旨とするものであった。また改革協会は慈善

活動や，学校設立などの公共事業にも携わった。その根本思想はキリスト教の「隣人愛」の勧め

であった。「ジャントー」の場合にも，最も重要な課題は人類社会への貢献という高邁なもので

あったが，他方では，会員の相互扶助，「役立つ知識」の推進，経済情報の収集といった世俗的

な目的も設定された。また，「ジャントー」は宗教信仰を異にする会員たちからなる，秘密結社

なのであった。

この意味では，「ジャントー」はメイザーの「改革協会」よりは，フリーメイスンのロッジに

より近いものであった。フリーメイスンは中世ヨーロッパで生まれた秘密結社であるが，１８世

紀初頭に啓蒙主義の思想を吹き込まれて，生まれ変わった。ジェイコブによれば，優れた人々

meritoriousの兄弟団 fraternityであるフリーメイソンは，団員の文芸と教育と礼節を改善するよ

う奨励し，図書館や読書会を持つこともあり，科学教育を推進した（１３１）。フリーメイソンは自治

的な組織であり，規約，選挙・代表制度，儀式を持っていた。文化的神話と倫理的プログラムを

もち，善行を通して社会全般を改善する事業計画も持っていた（１３２）。もちろん，「ジャントー」

には独特の文化的神話や儀式はなかった。また，１７３１年にセント・ジョン・ロッジに加入する

まで，フランクリンはフリーメイスンについてあまり知識を持っていなかった（１３３）。実際には，

フランクリンはその理想とする結社を組織する過程で，「ジャントー」が結果的にフリーメイス

ンのロッジに似たものになってしまったのであろう。

「ジャントー」は大変有益だったので，会員の中には友人を加入させたいと望む者も出てき

た。しかし，フランクリンは「ジャントー」の会員数を１２名と決めていた上に，この会は秘密

結社であったので，彼は従属クラブを作ることにした。つまり，各会員が，問題の提出その他

「ジャントー」と同様な規則を持つ従属クラブをめいめい創設できることとし，「ジャントー」と

の関係は知らせないでおく，というものであった。その結果，５つないし６つの従属クラブが成
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功裏に運営された。これらの従属クラブができたために，フランクリンらのさまざまな企画が実

現し易くなったのである（１３４）。

フランクリンの印刷所の創業時に，「ジャントー」のメンバーの助力が決定的に重要であった

ことはすでに述べたが，「ジャントー」からは，様々な公共事業が生まれて発展していった。第

１が１７３１年に設立された会員制図書館である。フランクリンが草案を作り，公証人に定款を作

成してもらい，「ジャントー」の友人たちの援助によって５０名の会員を得た。会員は入会時に各

４０シリング，以後５０年間毎年１０シリングずつ出す規則であった。この図書館の会員が１００名

を超えた時点で，法人格を得て，永続的な存在になった。フランクリンは，これが北アメリカの

様々な会員制図書館の元祖であり，アメリカ人全体の知識水準を高め，平凡な商人や農民の教養

を深めて，諸外国のたいていの紳士に劣らぬものに仕上げたのは，これらの図書館である，と自

慢している（１３５）。第２は，アカデミーである。フランクリンは「ジャントー」の仲間を中心に，

友人を集めてその推進母体を作り，パンフレットを書いて世論を喚起し，寄付金を募集し，評議

員を選出して１７５１年にアカデミーを創立にこぎつけた。評議会はしばらくして知事の許可を得

て，法人組織となった。これが今日のペンシルヴェニア大学の前身である（１３６）。

第３は市の夜警制度である。フランクリンは現行の夜警制度の不備を指摘し，「ジャントー」

でより合理的な方法を提起した。この案は「ジャントー」と従属クラブのメンバーの努力によっ

て法律化された（１３７）。第４に，フランクリンは火災の諸原因とそれに対する予防策を「ジャン

トー」で論じたが，その評判が良いので，これを『ペンシルヴェニア・ガゼット』に掲載した。

これが基となって，ユニオン消防組合というヴォランタリーなアソシエーションが結成された。

その結果，火災を初期段階で消し止める設備と態勢が整備され，フィラデルフィアは火事に対し

て強い街になった（１３８）。

フランクリンはまた，「ジャントー」を直接介することなく，さまざまな公益事業を発起し，

推進した。第１は１７４４年の哲学協会の創立であるが，これについては次節で論じよう。第２は

義勇軍の設立であって，フランクリンはこれを民間のヴォランタリーなアソシエーションとして

発起し，多くの市民の賛同を得て発足させた（１３９）。第３に，フィラデルフィアで初めての篤志病

院を設立するというトマス・ボンド博士の企画にフランクリンは賛同し，寄付金集めや法案成立

のために知恵を絞った。法案は無事に成立し，「便利で立派な建物が建てられたが，この病院は

その後たえず利用されて社会に役立ち，今日なおも繁栄を続けている」とフランクリンは述べて

いる（１４０）。またフランクリンはフィラデルフィアの道路清掃のシステムの改良に尽力し，街路舗

装と照明の設置を法令化するよう尽力した（１４１）。この件に関してフランクリンは「人間の幸福と

いうものは，時たま起こるすばらしい幸運よりも，毎日生まれるいろいろな小さな便宜から生ま

れるのである（１４２）」という。ここに，彼の啓蒙主義的な「幸せのための改善」の思想が現れてい

る。

フランクリンは友人や「ジャントー」の仲間の協力を得ながら，率先して「市民生活を著しく
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快適なものにし，フィラデルフィアの中流層の住民のために「市民社会」を作り出す手助けをし

た。ひとつ一つはおそらく小さな事柄だったのだろうが，しかしどれもが，人間の幸せや満足に

寄与しようと意図されたことであった。そして，それが結局，１８世紀の啓蒙運動が目指すとこ

ろであったのだ（１４３）」。

�）科学と教育：産業的啓蒙

フランクリンは数学は苦手だったが，若いころから科学研究には大いに興味を持っていた。彼

は科学の専門知識を得るために，ニュートンの『光学』（１７０４年）やニュートン科学の大衆への

普及に尽力したデサグリエの『実験哲学コース』（１７３４～４４年）を勉強して，F・ベーコンや

ニュートンの後継者を自認していた（１４４）。フランクリンは１７４８年に実業生活から身を引いて，

利子生活者の有閑階級の仲間入りをしたが，フランクリンの引退への重要な要因となったのは，

電気への情熱であった。そのきっかけは，スコットランドから来たスペンス博士の電気の実験

を，１７４６年に見たことであった。フランクリンはスペンス博士の実験器具のすべてを買い取っ

た。また，ロンドン王立協会の会員 P・コリンスンがフィラデルフィアの会員制図書館に電気実

験用のガラス管と仕様書を送ってきた。フランクリンはひたすら電気を研究し，また電気と戯れ

た。彼はコリンソンに，自分のアイデアや実験の報告を少しずつ書き送った。それがフォザギル

博士の眼にとまり，１７５１年に『電気にかんする実験と観察―アメリカ・フィラデルフィアで行

われた』というパンフレットに纏められた。彼の理論に最も興奮し，最初にその理論を実験して

成功したのはフランス人であった。こうしてフランクリンは，一躍，国際的な名士となっ

た（１４５）。

フランクリンは，電気を粒子 particlesからなる微妙な流体，ないし伸縮自在な物体であると

した。物体が異なった種類の電気を生み出すのではなく，物体が正と負のバランスのとれた粒子

をもち，あるいはこのバランスの上下で電荷をチャージされる。この電荷は，新たに創り出され

たり，全く失われたりすることは無い。その構成が変わるだけである，というのがその電気理論

の中心的な命題であった。そしてフランクリンは自信をもって，種々の新たな定義と新たな用語

を導入した。Battery（電池），プラスとマイナス，正と負，charge（充電），discharge（放電），

storage（蓄電），electrify（帯電させる）などである。彼は電気が，水や「エーテル」と同じよ

うに，すべての物質に浸透して全く静かに存在する，と繰り返し教え，静電気に関するさまざま

なショーと実験を行なった。また，凧に釘を取り付けて感電させて，その流体説を証明した。ま

た，蓄電池や避雷針を発明した（１４６）。

自然科学の分野の発明は，ほとんどが人々の生活には役立たない。しかし，フランクリンは光

学研究の成果として遠近両用メガネを発明し，また１７４２年にオープン・ストーヴも発明した。

当時の暖炉は熱効率が悪く，煙突が掃除されてないと室内が煙った。フランクリンがペンシル

ヴェニア・ストーヴと名づけたものは，新しい空気が入ってくると温まる仕掛けになっていたの
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で，効率よく室内が暖まり，燃料が節約できた（１４７）。

前述のように，フランクリンは１７４９年に『ペンシルヴェニアにおける青年の教育に関する提

案』と題するパンフレットを出版して，アカデミーの創立の必要性を訴えた。興味深いのは，そ

の教育内容である。彼は「勉強については，……最も役に立ち，最も装飾的 ornamentalである

ようなこと」を提案する。具体的には，習字と絵画，そして算術，会計，幾何学，天文学の初

歩，英文法と英作文，歴史，地理学，年代学，道徳，雄弁術，博物学，商工業の歴史などであっ

て，歴史学は様々な人文・社会の分野の基礎となるものとして重んじられる。外国語は必須科目

ではなく，専攻に応じて学生が自由に選べるシステムが提案される。例えば神学志望者はラテン

語とギリシャ語，法律志望者はラテン語とフランス語，商人志望者はフランス語とドイツ語とス

ペイン語を学ぶべきだとされる。また，情操教育として，たえず心の優しさ benignity of mind

を説き聞かせ，陶冶しようとする。さらに，青年たちに，人類，祖国，友人と家族の奉仕しよう

とする性向と能力にこそ真の価値があることを銘記させよう，という（１４８）。

ここで注意するべきは，実学を重視するこのようなフランクリンの教育プログラムが，当時の

イギリスの常識から見ても，アメリカ植民地の基準から見ても，革命的だったということであ

る（１４９）。したがって，この計画は多数の「寄付や賛助をしてくれるはずの，富と教育を併せ持っ

た人々」によって挫かれてしまった。英語教育機関という当初の計画が，紳士階級の子弟たちを

大切にする伝統的なラテン語学校に変えられてしまうと，フランクリンは，自分の本来の意図を

満たすことを期待できる別個の英語学校を作らなければならなくなったのである（１５０）。

他方，アメリカ哲学協会は１７４４年に設立されたが，その前年にフランクリンが書いた趣意書

はその性格を明らかにしている。彼は，植民地においても「技芸を陶冶し，皆の知識の蓄えを増

進する余暇」を持つ人々が多数生まれてきており，彼らの様々なアイデアを検討，追究，向上さ

せれば，植民地全体，あるいは全人類の役に立つ発見が生まれるかもしれない，という。そこ

で，植民地に散らばるヴァーチュオーゾ（有閑知識人）の情報交換機関としてアメリカ哲学協会

を設立するのである。フィラデルフィアに本部を置き，そこには総裁，出納役，書記，及び，少

なくとも７人の常任委員を置く。７人は医学，植物学，数学，化学，機械工学，地理学，自然哲

学のそれぞれの専門家である。協会会員は意見や発見，実験結果を伝えあい，絶えず寄稿する。

常任委員はそれらに応対し考察し，また他の会員に照会する。また，会員の会合を設定し，年末

には「公益になると考えられる実験，発見，改良を纏めて編集し，印刷に付す」ことが明記され

た（１５１）。

アメリカ哲学協会は，イギリスのロンドン王立協会と違って，ヴォランタリーで私的で，オー

プンな組織であった。それは「物質の本質に光をあて，物質に対する人間の支配力を増し，生活

の便宜や楽しみを増大させる」ことを趣旨としていた（１５２）。以上のように，アメリカ哲学協会

は，とりわけ人々の知識や技芸の改善と，社会に「役立つこと」の追求を趣旨とする「産業的啓

蒙」のための機関だったのである。
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おわりに：フランクリンと近代社会の成立

ヴェーバーはフランクリンが書いたパンフレット『若き商工業者への助言』から，「自分の資

本を増加させることを自己目的と考えるのが各人の義務だ，という思想」ないし，幸福主義や快

楽主義と対立して「一切の自然的な享楽を厳しく斥けて，ひたむきに貨幣を獲得するよう努力す

べき」だという思想を読み込んで，これを「資本主義の精神」と名づけた。フランクリンの思想

のこのような理解が完全に間違っていることが，いまや明らかになった。『若き商工業者への助

言』は，これから商工業者として自立する若者に対して，古今東西の職業訓を手際よく纏めて説

き，奮闘を促すものなのであり，それ以上のものではない。それは，ヴェーバーが考えるような

個人主義的で変執狂的な教えではなかった。

フランクリンは青年の高等教育機関の設立を提案したパンフレットの中では，若者に「人類，

祖国，友人と家族に奉仕することが真に価値あること」だと教えなければならない，と説いた。

またフランクリンが自らの道徳的改善のために樹立した「１３徳」のなかでは，「勤勉」を「常に

役立つことに従うべし」と説明している。金儲けに専心せよ，とは言っていないのである。また

「節約」については「自分や人々に役立たないことにはカネを使うな」と説明している。逆に言

えば，人々の役に立つことには，カネを惜しむな，と言っているのだ。フランクリンが２０歳代

初めに仲間と一緒に設立した秘密結社「ジャントー」の目的は，会員相互の知的能力の研鑽や相

互扶助ばかりでなく，「人類，祖国，友人，仲間の役に立つこと」への奉仕にもあった。フラン

クリンが３０歳代末に設立した「アメリカ哲学協会」の目的は「生活の便宜や楽しさを増大させ

るようなすべての哲学的試み」を振興することにあった。彼が率先して，「ジャントー」仲間や

友人の協力を得て設立した会員制図書館，ユニオン消防組合，街路舗装と照明といった様々な公

共事業，また，科学の実験と諸発明も，人々の幸福を増進させる，自分と社会の改善の努力の結

果だった。フランクリンがその生涯をかけて追求したのは，自分と人々の幸せのための改善だっ

たのである。

フランクリンのこのようなエートスは「産業的啓蒙主義」である。モキアは「産業的啓蒙主

義」を「自然現象についての人間の知識の増大を通して，また，それを生産活動に利用できる

人々に伝えることを通して，物質的進歩と経済発展が達成されると信じるイデオロギー」と定義

する（１５３）。これまで見てきたように，フランクリンのエートスは，まさにそのようなものであっ

た。それは，キリスト教的なエートスとは繋がりがない。啓蒙主義は，人間の究極的な問いを宗

教的「救済」から現世的「幸福」に変えた（１５４）。キリスト教の価値観は神中心の宗教的価値観で

あるが，啓蒙主義のそれは人間中心の世俗的価値観である。キリスト教徒が求める幸せは「来世

の幸せ」であるが，啓蒙主義者のそれは人々の「現世的な幸せ」である。キリスト教徒が現世で

推進するのは「キリストの福音」を広めることであって，社会の進歩や改善は眼中にない。しか

し，啓蒙主義者にとっては自分と社会の改善と進歩こそが社会活動の目的なのである。フランク
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リンはカルヴァン主義の家庭に生まれて育ったが，すでに１０代中ごろには啓蒙主義に親しみ，

ロンドンでの修業時代に啓蒙主義の真髄に接して，その後啓蒙主義者として成長していった。彼

は，北アメリカにおける啓蒙主義的な「公共圏」の出現にとって中心的な役割を演じた。そのよ

うな意味で，彼はアメリカにおける近代社会の成立に大きな貢献をしたのである。

経済史的にいえば，フランクリンの産業的啓蒙主義のエートスは，工業化のための前提を作り

はしたが，工業化社会を生み出さなかった。その原因の一つは，彼が製造業者ではなかったこと

にある。彼は科学者であり，政治家であり，出版印刷業者ではあったが，製造業者ではなかっ

た。しかし，彼の努力が直接の工業化に結び付かなかった本当の原因は，アメリカの社会の未成

熟にある。アメリカがイギリスからの独立を宣言したのは，彼が７０歳に達した時だった。その

当時は，アメリカの社会には工業化社会を生み出すのに十分な数の「産業的啓蒙主義」のエート

スに満たされた科学者，技術者，製造業者は存在しなかった。それが存在したのは，イギリスに

おいてである。イギリスでは１７世紀後半に科学革命が展開するとともに，市民社会が生まれて

国内と海外の商業が大発展を遂げていた。そのような「制度的発展」と技術の発展が「命題的知

識」の内部のあり方を変化させて，１７００年頃から１８５０年頃までに「知識の共同体」を生み出し

ていった。つまり，知識人 Savantsと技術者 fabricantsとの自由な交流が大規模に展開した。自

然科学と技術は「役立つ知識」によって結びついた。それが産業革命を生み出したのだ。この点

については，さらに別稿において，詳しく論じる予定である（１５５）。

最後に，もう一度マックス・ヴェーバーの「資本主義の精神」について論じよう。本稿におい

て明らかになったように，彼のいう意味での「資本主義の精神」はフランクリンにおいては存在

しなかった。それだけではなく，他のどのような思想家や科学技術者にも見られないであろう。

それはむしろ，資本主義が体制的に確立したのちに，経営者や労働者が資本主義のシステムに対

応せざるを得なくなったために，生まれてきたのである。資本主義を成立させた精神的原動力は

「産業的啓蒙主義」のエートスなのであり，「資本主義の精神」ではなかった。それは資本主義が

確立してから，それへの対応の産物として生まれたのだ（１５６）。

したがってまた，ヴェーバーのいう「職業義務の思想」は，産業革命以前には存在しなかっ

た。西ヨーロッパの職業観の重要な変化は，「世俗的職業が聖職と同等に宗教的に価値がある」

という思想の登場であり，これは１６世紀前半の宗教革命前後に生まれた。例えば，エラスムス

の『愚神礼讃』にはそのような考え方が表明されている。また，聖職を表わすドイツ語の Rufや

Beruf，あるいは英語の callingが宗教改革前後に使われ出したのも，そのような意味においてで

ある。しかし，それらは「職業義務の思想」などというものとは関係が無い。また，「プロテス

タントの職業倫理」は，資本主義を推進する役割を果たしたのではなく，むしろ社会の資本主義

的発展への「対応」として生まれてきたものである。つまり，資本主義の荒波が都市や農村に押

し寄せる中で，信徒たちを守るためにピューリタン牧師たちは，勤労，節約，誠実といった禁欲

的職業倫理を説いた。だが，聖職者としては当然のことであるが，彼らはその職業倫理を信徒の
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宗教的な「救い」と結び付けることはしなかった。社会学的観点から，その両者を結び付けて考

えようとしたところに，ヴェーバー「倫理」テーゼの精髄と，したがってまた，最大の問題点が

ある。この点の検討についても，私は別稿に譲りたいと思う。
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（４）フランクリンが偽名で文章を執筆し，「仮面」を被ることを好んだ，という側面については，Zuker-

man,２０１２; Weinberger,２０１２などを参照せよ。

（５）Moses,２００８, p.１３６.

（６）Kelleter,２００８, pp.８７～８８.

（７）ウッド，２０１０,１２頁。

（８）Houston,２００８, Chapter１

（９）梅津順一は，しかしむしろ，１７世紀後半イギリスの王政復古期に活躍したピューリタン牧師リチャー

ド・バクスターの研究者として，知られている。

（１０）梅津順一,２０１２（b）.

（１１）フランクリン，１９５７, １３８頁（Franklin, １９６４, p. １３５），フランクリン，１９５７, １７０～１７２頁（Franklin,

１９６４, pp.１５７～１５８）。後者の方でフランクリンが言うように，この小冊子は，結局，書かれなかった。自

伝の第二部，つまり，「１３徳の樹立」に関する説明は，その代わりに書かれたのである。

（１２）Mokyr,２００２, p.４３

（１３）『回想録』は３回に亘って書き継がれた。１７５７年（フランクリンは５１歳）にフランクリンはペンシル

ヴェニアの領主ペン家の人々に固定資産税の支払いを認めさせるためにペンシルヴェニア植民地議会の命

を受けてイギリスに渡った。領主がそれを了承しないので，彼は同植民地を王領植民地にするべく議会工

作を行った。その結果，彼はイギリスの多くの国会議員の知己を得た。１７６８年頃にイギリスで官職を得

る可能性が出てきたが，彼は政治的な賭けに出て失敗し，その展望を失った。傷心のフランクリンはイギ

リス周遊の旅に出て，スコットランドで「回想録」の第１部を執筆した。彼はイングランドに連れてきた

息子ウィリアムを読者として想定し，自分の先祖，家族，そして自分の２５歳ごろまでの生涯を赤裸々に

綴った。しかし，イギリスの政界の事情が彼にとって突然好転したので，彼はそこまでで筆を置いた。そ

の続きとなる第２部をフランクリンが書いたのは，１７８４年（フランクリンは７８歳）である。彼はアメリ

カ合衆国の対フランス特任公使としてフランスとの同盟を克ち得た。イギリスは合衆国との講和条約が締

結したので，フランクリンは本国から召還されるのを待っていた。彼は，パリ郊外のパッシーに住んでお

り，友人ベンジャミン・ヴォーンからの催促に力を得て「１３徳の樹立」についての詳細を執筆した。翌

年フランクリンはアメリカに戻ったが，政敵に牛耳られたアメリカ連邦会議は，これまでのフランクリン

の政治的努力に対して感謝の念を示すことが無く，報奨を全く与えなかった。１７８８年に彼は，失意と怒

りの念をこめて，慈善活動や公的活動における自分の業績を詳しく記した文書を作成するとともに，それ

らを「回想録」の第３部として執筆したのである（ウッド，２０１０,１６７～１７２,２４５～２４９,２７０～２７５頁）。な

お，Arch,２００８と Seavey,２０１１をも参照せよ）。フランクリンの原稿や書類の一切は，孫のテンプル・フ

ランクリンに贈与されたが，テンプルが自伝や著作集を出版するより前に，回想録の第１部がフランス語
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に訳されて出版され，それがまた英訳された。テンプルは市場価値を高めるためにフランクリンの原稿に

手を加えて出版し，それをまた，伝記学者スパークスが加筆修正した。このようなわけで『自伝』の底本

は複数存在する。ここでは一番広く利用されている The Autobiography of Benjamin Franklin , ed. by L. W.

Labaree, Yale University Press,１９６４を使用し，以下 Autobiography と略記する。日本で広く読まれている

『フランクリン自伝』松本慎一・西川正身訳（岩波文庫）はスパークス本を基にした訳なので，これとは

異なる部分がわずかにある。これは以下『自伝』と略記するが，訳文については，適宜変更を加えた。こ

の岩波文庫版は，２０１０年１２月発行の７１刷から活字が変わり，頁数が増加した。

（１４）フランクリンは膨大な量の文書や手紙を書いた。その多くが The Papers of Benjamin Franklin , eds. by

L. W. Labaree, et. al., Yale University Press,１９５９～，に収められている。これは現在３８巻までが出版さ

れているが，最終的には５０巻ほどのものになるということである。また現在では，通常印刷物以外に，

インターネットでも閲覧できるらしい。以下では，これを Papers と略記する。これ以外に内容が充実し

た著作集として Lemay, A. Leo, ed.,１９８７, Benjamin Franklin, Writings, Library Classics of the United

Statesが利用できる。以下では，これをWritings と略記する。なお，日本語の著作集としては，『アメリ

カ古典文庫１：ベンジャミン・フランクリン』池田孝一訳，亀井俊介解説，研究社出版，１９７５が役に立

つ。以下では，これを『著作集』と略記する。これについても，略語は適宜変更した。

（１５）梅津，２０１０を参照せよ。

（１６）Autobiography, pp.５７～６３，『自伝』２４～３０頁。

（１７）C. Mulford, p.８

（１８）ボイル記念講演会については，山本通，２０１０を見よ。

（１９）Autobiography, pp.１１３～１１４，『自伝』１０７頁。

（２０）Autobiography, p.７１，『自伝』４０頁。

（２１）１７２２年に書かれた「Silence Dogoodの手紙１～１４」である。１６歳のフランクリンは初老の寡婦に扮し

てボストンの世相を皮肉った。Silenceも Dogoodも，当時のボストンを代表するコトン・メイザーの著

書「ボニファキウス：善を為すの書」を茶化したものである。Papers, Vol.１, pp.８～４５; Writings, pp.５～

４２.『著作集』２３８～２５０頁ではその１，４，５，７，１２号が訳出されている。その４号は，ハーヴァード神学

校とその学生たちのありさまを痛烈に皮肉ったものである。

（２２）Waldstreicher,２０１１, p.２１５. 兄はボストンの新聞紙上で支配層の市政を批判して一時，新聞発行停止処

分を受けた。この時に３カ月間，兄の新聞の発行人がフランクリンの名義に変更された。フランクリンが

契約期間中の逃亡という犯罪を犯しても平気だったのは，そのような事情３カ月間にもよるのだろう。

（２３）Hoffer,２０１１, pp.２６～３１. 黒人奴隷の数は，１７６０年には約１，４００人だった。ペンシルヴェニアにおいて

も，他の諸州と同じく，労働者は自由民，不自由な年季奉公人，奴隷からなり，またさまざまな民族・人

種からなっていた（Waldstreicher,２０１１, p.２１６）。

（２４）A Dissertation on Liberty and Necessity, Pleasure and Pain, in Papers, Vol.１, pp.５７～７１, Writings, pp.５７

～７１.『著作集』７４～８７頁。

（２５）『自由と必然』は直接には，宗教と道徳とが同じものであると論じる理神論者ウラストンの『自然の宗

教』１７２２年を批判するものであったが，アンダースンによれば，フランクリンの議論の背景にはハチソ

ンとマンデヴィルの論争などがあった。Anderson, １９９７, Introductionを参照せよ。『自伝』によればフラ

ンクリンは，このパンフレットを公刊したおかげで，『蜂の寓話』の著者マンデヴィル，化学者ペンバー

トン，大博物館の基礎を築いた博物学者ハンス・スローンの知己を得，彼ら知識人のサークルに出入りす

るようになった。Autobiography, p.９７，『自伝』８２～８３頁。

（２６）Autobiography, p.１１４，『自伝』１０７～１０８頁。

（２７）Campbell,２００８, pp.１０６ff.をも参照せよ。

（２８）アンダースンによれば，１７２４年末から１年半のロンドン滞在期間は，フランクリンの人間形成にとっ

て決定的な時期であった。彼は自分を道徳家，哲学者，「自由の公共圏」の一員として自覚していた。（D.

Anderson,１９９７, pp. xi～）
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（２９）１７２６年にフィラデルフィアに戻る船中でのフランクリンの Plan of Conductの４つの決心について，

詳しくは Anderson,１９９７, pp５２～を見よ。

（３０）Autobiography, p.１１８，『自伝』１１４頁。

（３１）Do., pp.１１８～１１９，『自伝』１１４～１１５頁。

（３２）Do., p.１２２，『自伝』１２０頁。それは，ウィリアム・コールマンとロバート・グレイスであった。

（３３）Zuckerman,２０１２, p.１０; Koschnik,２０１１, p.３４０.

（３４）Autobiography, p.１１９，『自伝』１１５頁。

（３５）Autobiography, p.１２６，『自伝』１２５頁。

（３６）Houston,２００８, pp.４６～４９.

（３７）Autobiography, pp.１１９～１２０,１２５，『自伝』１１５～１１７,１２５頁。

（３８）Autobiography, pp.１６３～１６４，『自伝』１７９頁。

（３９）Green,１９９３, pp.９４～１０７; Hoffer,２０１１, pp.１～９. 二人は宗教思想の上では全く妥協しなかったが，そ

の友好関係はウィットフィールドが天に召されるまで続いた。

（４０）Autobiography, pp.１２０,１２５，『自伝』１１７,１２６頁。

（４１）Autobiography, pp.１２６～１２７，『自伝』１２６～１２７頁。

（４２）Autobiography, pp.１７２～１７３，『自伝』１９１頁。フランクリンによれば，ブラッドリーが解任された理由

は，彼が郵政長官への会計報告をなおざりにしたからであった。彼の更迭後，フランクリンとブラッド

リーはお互いの新聞紙上で，激しくお互いを批判しあった。Papers, Vol.２, pp.２３５～２３６,２７４～２８１.

（４３）Papers, Vol.１, p.３１１.; Writings, p.１１８５;『著作集』３６～３７頁。Pencac,２０１１, p.２７６.

（４４）Autobiography, pp.１２５,１６６，『自伝』１２５,１８２頁。

（４５）Autobiography, p.１８１，『自伝』２０３頁。

（４６）政商とは「政治権力に癒着し，その御用に応じたビジネスに従事することによって，少ないコストで

多くの収益を獲得する者」である。森川英正,１９７８，『日本財閥史』教育社，２４頁を参照。

（４７）Autobiography, pp.１２３～１２５，『自伝』１２２～１２４頁。『紙幣の性質と必要』は Papers, Vol.１, pp.１３９～

１５７.; Writings, pp.１１９～１３５; Houston, pp.４１～４６.

（４８）Autobiography, p.１７１，『自伝』１８９～１９０頁。

（４９）Autobiography, p.１７２，『自伝』１９１頁。

（５０）Autobiography, p.２０８，『自伝』２３８頁。

（５１）Autobiography, p.１９５，『自伝』２２２頁。

（５２）ウッド，２０１０, p.６９. フランクリンは，他の植民地の多くの印刷業者と共同経営して利益を分け合って

いただけではなく，少なくとも１８の製紙工場を次々と建設してもいた。また，人生の大半を通して，フ

ランクリンは土地への投機に深くかかわっていた。

（５３）Moses,２００８, p.１３９.

（５４）Autobiography, pp.２０９～２１０，『自伝』２４０～２４１頁。

（５５）ウッド，２０１０,１１３頁以下。

（５６）ウッド，２０１０，第２章，第３章。

（５７）ウッド，２０１０，第４章，第５章。

（５８）山本，２０１０，

（５９）Porter,２０００, Chapter４.

（６０）Autobiography, pp.１４５～１４６，『自伝』１５３頁。

（６１）Hoffer,２０１１, pp.１７,３３～３４; Kelleter,２００８, p.８３; Weinberger,２０１２, pp.１５～; Aldridge,１９６７.

（６２）Articles of Belief and Acts of Religion, in Papers, vol.１, pp.１０１～１０８; Writings, pp.８３～９０;『著作集』

８７～９５頁。

（６３）Autobiography, p.１４８，『自伝』１５８頁。

（６４）Walters,１９９９, Chapter３.
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（６５）Autobiography, p.１４６，『自伝』１５３～１５４頁。

（６６）Autobiography, p.１６２，『自伝』１７７頁。

（６７）Autobiography, pp.１６１～１６３，『自伝』１７５～１７９頁。

（６８）Isaacson,２００３, pp.１０６～１０７; Shields,２００８, pp.５４～５５. ウッド,２０１０,５６頁; Koschnik,２０１１, p.３４２;

Hayes and Bour,２０１１, pp. xx~xxi

（６９）Autobiography, p.１４７，『自伝』,１５５頁。

（７０）ここでは，ニケア信条はあっさりと省略された。『著作集』１０７頁。

（７１）『著作集』１１０～１１１頁。

（７２）Autobiography, pp.１７５～１８０，『自伝』１９５～２０２頁。

（７３）Autobiography, pp.１９０～１９１，『自伝』２１５～２１６頁。

（７４）Walters,１９９９, pp.１４７～１５０

（７５）『著作集』１０２～１０３頁

（７６）『著作集』１０２～１０３頁

（７７）Fea,２０１１, pp.１２９～１４５.

（７８）Autobiography, p.１１４，『自伝』１０８頁。

（７９）Papers, vol.１, p.１０３; Writings, p.８４;『著作集』９０頁。

（８０）Autobiography, pp.１６７～１６８，『自伝』１８３～１８５頁。

（８１）Writings, pp.４２５～４２７;『著作集』９５～９６頁。

（８２）Walters,１９９９.

（８３）ウッド，２４９頁。

（８４）Autobiography, p.１１９，『自伝』１１６頁。

（８５）Autobiography, pp.８７～８８，『自伝』６６～６７頁。

（８６）Autobiography, p.１２８，『自伝』１２９頁。

（８７）Walters,１９９９, chapter５.

（８８）Autobiography, pp.１４９～１５３，『自伝』１５７～１６３頁。

（８９）Autobiography, pp.１５３～１５４，『自伝』１６３～１６４頁。

（９０）イエスが弟子たちに教えた祈りは，次のようなものである。「天におられる私たちの父よ，御名が崇め

られますように。御国が来ますように。御心が行われますように，天におけるように地の上にも。わたし

たちに必要な糧を今日与えてください。わたしたちの負い目を赦して下さい，わたしたちも自分に負い目

のある人を赦しましたように。わたしたちを誘惑に遭わせず，悪い者から救ってください」。新約聖書

『マタイによる福音書』６章９～１３節。訳文は「新共同訳」による。

（９１）Autobiography, p.１５６，『自伝』１６９頁。

（９２）Anderson,２００８, pp.２４～２５.

（９３）Autobiography, p.１５８，『自伝』１７２頁。同様の思想は，Autobiography, pp.１１４～１１５，『自伝』１０８～１０９

頁でも語られる。

（９４）Gay,１９６６; Gay,１９６９;

（９５）ユルゲン・ハーバーマス，１９９４，『公共性の構造転換』第二版，細谷貞雄・山田正行訳，未来社。

（９６）Outram,１９９５, chapter１; Shields,２００８, pp.５０～６１, Mokyr,２００９, p.３４, Hoffer,２０１１, pp.９８～９９

（９７）Porter,２０００, chapters１,７.

（９８）Porter,２０００, chapter４.

（９９）Autobiography, p.９７，『自伝』８２頁。

（１００）Porter,２０００, pp.３４～３７.

（１０１）Shields,２００８.

（１０２）Pencac,２０１１, p.２７８.

（１０３）Autobiography, p.１６４，『自伝』１７９～１８０頁。「空の袋は真っ直ぐには立ち難い」というのは，その後
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の説明でわかるとおり，『管子』中の「衣食足りて礼節を知る」と全く同じ意味である。

（１０４）Lemay,２００６, vol.２, pp.１９３～１９９.

（１０５）Lemay,２００６, vol.２, pp.２００～２０５.

（１０６）Lemay,２００６, vol.２, pp.２００～２１０.

（１０７）『自伝』の付録として，その末尾に訳出されている。

（１０８）Autobiography, p.１４９，『自伝』１５８頁。

（１０９）Lemay,２００６, vol.３, pp.５７８～５７９を参照せよ。

（１１０）Pencak,２０１１, p.２８２.

（１１１）Autobiography, p.１４９，『自伝』１５８頁。

（１１２）ウッド，２０１０，４５～５４頁; Waldstreicher,２０１１

（１１３）Lemay,２００６, vol.３, pp.５７６～５７７

（１１４）Pencak,２０１１, p.２８２.

（１１５）Autobiography, pp.２４１～２４６，『自伝』２８２～２８８頁。

（１１６）『著作集』１６８～１７２,１７８～１８２,１８２～１８４頁。なお，フランクリンの経済理論およびその学説市場の位

置づけについては，久保芳和，１７５７を参照せよ。

（１１７）『著作集』１２１～１２９,１２９～１３５頁。

（１１８）『著作集』２７０～２７２,１１４～１２０,１３８～１４１頁。フランクリンは，フランス滞在中に啓蒙精神あふれる

フィロゾーフたちに触発されて，奴隷制反対論者になった。１７７５年にペンシルヴェニアのクエイカー教

徒は北アメリカで最初の奴隷制廃止論者のグループを結成した。フランクリンは帰国後，この「奴隷制廃

止と不法に奴隷にされた黒人の救済促進協会」の会員となって活躍した。彼は，奴隷制を根絶するだけで

はなく，「自由を回復した人々が，市民的自由を行使し享受できるようにする責任が，我われにはある」

と説いた（ウッド，２０１０,２７６～２７９頁）。

（１１９）Autobiography, pp.１８１～１８５，『自伝』２０３～２０７頁。

（１２０）Autobiography, pp.１７４～１７５,１８１～１８２，『自伝』１９３～１９４,２０３～２０４頁。

（１２１）『著作集』１４４～１４６,１８６～１９４,１９１～１９４頁。

（１２２）Autobiography, pp.１１６～１１７，『自伝』１１２頁。

（１２３）（１２４）Papers, vol.１, pp.２５５～２５９;１０３Writings,２０５～２０７，『著作集』３４～３６頁。フランクリンは『自

伝』の中では，「ジャントー」の会則をその設立時に作ったように述べているが，それは現存しない。現

存しているのは１７３２年に書かれたものであって，しかも，それは内容的に不完全である。

（１２５）Horne,１９９３, pp.４２５～４３０; 梅津，１９９９,１４６～１５１頁。

（１２６）Daniel Defoe,１６９７, An Essay upon Projects, London, reprinted in１９９９, by AMS Press; 梅津，１９９９,

１３７～１４５頁。

（１２７）John Locke,１７２０, Collection of Several Pieces, London. 現在これは，The Works of John Locke. New

edition, corrected. In ten volumes. Vol.１０, London,１８２３, reprinted by Scientia Verlag Aalen, Germany,

１９６３で読むことができる。

（１２８）Lemay,２００６, Vol.１, p.３３３.

（１２９）Walters,１９９９, pp.１８～２４.

（１３０）Walters,１９９９, pp.２４～２５.

（１３１）Jacob,１９９７, p.９３.

（１３２）Shields,２００８, p.５５.

（１３３）Lemay,２００６, Vol.１, p.３３３.

（１３４）Autobiography, pp.１７０～１７１,『自伝』１８８～１８９頁。

（１３５）Autobiography, pp.１３０～１３１,１４１～１４３，『自伝』１３１～１３２,１４８～１５１頁。

（１３６）Autobiography, pp.１９２～１９５，『自伝』２１９～２２２頁。

（１３７）Autobiography, pp.１７３～１７４，『自伝』１９２～１９３頁。
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（１３８）Autobiography, pp.１７４～１７５，『自伝』１９３～１９４頁。

（１３９）Autobiography, pp.１８２～１８５，『自伝』２０４～２０８頁。

（１４０）Autobiography, pp.１９９～２０１，『自伝』２２６～２２９頁。

（１４１）Autobiography, pp.２０２～２０７，『自伝』２３０～２３７頁。

（１４２）Autobiography, p.２０７，『自伝』２３７頁。

（１４３）ウッド，２０１０,５８頁。

（１４４）Chapin,２００８, p.６９

（１４５）Autobiography, pp.１９６,２４１～２４６，『自伝』２２３,２８２～２８８頁; ウッド，７８～８１頁。

（１４６）Chapin,２００８, pp.６９～７１; Laura Rigal, pp.３０８～３３３; Hoffer, pp.１０２～１０４; ウッド，２０１０,８０頁

（１４７）Autobiography, pp.１９１～１９２，『自伝』２１７～２１８頁。

（１４８）Writings,１９８７, pp.３２３～３４４;『著作集』４４～５１頁。

（１４９）Mulford,２００８, p.３.

（１５０）ウッド，２０１０,６１頁; Writings,１９８７, pp.３４８～３５４;『アメリカ古典文庫１』５１～５６頁。

（１５１）Writings,１９８７, pp.２９５～２９７;『著作集』３９～４１頁。

（１５２）Writings,１９８７, p.２９６;『著作集』４０頁; Hayes,２００８, p.１４; Hoffer,２０１１, p.７８

（１５３）Mokyr,２００９, p.４０.

（１５４）Porter,２０００, p.２２.

（１５５）さしあたり，馬場，山本，広田，須藤，２０１２,１２章を参照せよ。

（１５６）このような捉え方が可能であることについては，ヴェーバー自身が認めている。ヴェーバー，１９８９,

８１～８２頁。
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